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平成 25 年４月号
鹿児島県志布志市

写真：春の甲子園、初勝利を願う尚志館高校応援団

尚志館高校、大隅半島初の甲子園出場！
甲子園での初勝利に大歓声！



★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
     小学校　  ６年  　伶さん

　今月は小学校 6年の伶さんに題字
を書いてもらいました。
　伶さんは２年生の秋から書道を習い
始めました。毛筆が特に好きだという
ことで、練習に励んでいるそうです。
　また、伶さんのご両親が弓道をされ
ていることから、その練習風景を見て
いた伶さんも、4年生の夏休みから本
格的に弓道の練習を始めました。「練
習を始めてみると、弓を引くのにかな
りの力が必要で大変でした」と話して
くれた伶さん。今後もずっと弓道を続
けていきたいという事でした。
　将来の夢はまだ決まっていないとい
う伶さん。小学校最後の年を、有意義
に過ごしてください。

今月の読者プレゼント

NO. ８８

　今月の読者プレゼントは、hair 
and make exclusive green（グリー
ン ） か ら「 サ ロ ン メ ニ ュ ー 20 ％
OFF チケット」を５人の方にプレ
ゼントします。詳しくは 29 ページ
をご覧ください！
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■問い合わせ先 : お釈迦祭り実行委員会事務局　℡：472-8028

　市及び観光特産品協会ホームページは随時更新中！

◆ 宝満寺を花と光で演出
　（ 鹿児島初！プロジェクションマッピン

グ・竹灯籠）

◆�志布志千軒まち大市の復活！
　1.5㎞の通りに様々な出店が並びます！
　 メインステージ（平川内科前駐車場）・

若手バンドコンテスト・太鼓フェスティ
バル・商店街グルメ・仏前結婚式・甘
茶かけ・市街地パレード（シャンシャ
ン馬）・稚児行列・ハンヤ節踊り連・お
釈迦まつり名物「せんさら」の振る舞
いなど

イベント

スタンプラリー
◆�志布志市の４大イベントをめぐる「スタ

ンプラリー」を開催！ぜひ参加してくだ
さい！　（※スタンプラリーカードの配
布は、お釈迦まつりの 4/28・29 だけ！）

◆�まつり会場入口へ、市内シャトルバス
（無料）を運行します！

　ぜひご利用下さい。

シャトルバス

 「今月のあとがき」

お釈迦まつり

お笑いＰＲ大使

ビューティーメーカーの

ビューティーメーカー：
竹之内雄太（伊佐市出身）

湊ゆかり（神奈川県出身）

　お釈迦まつりまであと３週間を切り、我々「ビューティーメーカー」も志

布志の生活にも慣れ、今ではすっかり『志民』となりました（笑）お釈迦ま

つりは、シャンシャン馬行列や上町通りの商店街のイベントなど、他にはな

い素敵なおまつりなので、ＰＲにも熱が入ります！そんな中、我々は次世代

を担う子供たちに志布志の伝統を継承すべく、志布志の民話「千亀女」をハッ

ピーエンドに仕上げた紙芝居を作って子どもたちに披露したり、千軒まち商

店街のグルメを食べ歩いたグルメレポートを作成しました。

ブログ（http://beautymaker.laff.jp/blog/）をぜひ、ご覧ください。

　これからまつり当日まで「お笑いＰＲ大使」として盛り上げていきますの

で、皆さん遊びにきてください。待ってま～す。

平成 25 年度　当初予算編成

特 集 ②
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特集① 市長が語る、「日本一のある」まちづくり。

と
思
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
目
的

は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
こ
と
と
、
健
診
結
果
を

基
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
日

本
一
の
受
診
率
を
達
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
皆
が
よ
り
元
気
で
健
康
な
市

民
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
を
通
し
て

日
本
一
幸
せ
な
市
民
づ
く
り
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
地
域
の
医
療
体
制
を
見
た

時
、
専
門
医
が
不
在
の
診
療
科
目
が

出
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
不

安
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
解
消
を
図
る
た
め
、
今
年

度
に
地
域
全
体
の
協
議
会
を
立
ち
上

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
一
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
地
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業
の

完
了
に
よ
り
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の

世
帯
に
行
政
告
知
放
送
端
末
を
設
置

し
、
併
せ
ま
し
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

通
信
網
「
し
ぶ
し
志
ネ
ッ
ト
」
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
と
な
る
な
ど
、

高
度
情
報
化
へ
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
日
本
一
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、「
志

布
志
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
さ
せ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

日
本
一
早
い
夏
そ
ば
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
し
ぶ
し
の

夏
そ
ば
」、
シ
キ
ミ
や
サ
カ
キ
、
ヒ

サ
カ
キ
等
の
特
用
林
産
物
、
和
牛
、

本
市
の
商
工
会
「
志
布
志
黒
潮
隊
」

に
よ
る
「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
日
本
一
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で

あ
り
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
り

「
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
さ
せ

る
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

志
布
志
市
の
知
名
度
、
評
価
が
高
ま

り
、
志
布
志
市
で
で
き
た
農
・
畜
・

林
・
水
産
物
は
「
安
心
・
安
全
・
健
康
・

う
ま
い
・
本
物
・
環
境
・
循
環
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
銘
柄
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
二
次
産

品
、
三
次
産
品
に
つ
い
て
評
価
が
高

ま
り
、
市
民
の
所
得
向
上
に
繋
が
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
に
お
き
ま
し
て
も

日
本
一
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
あ
い

さ
つ
日
本
一
の
市
役
所
」
を
目
指
し

て
、「
親
切
か
つ
丁
寧
」、「
迅
速
か
つ

的
確
」
な
接
遇
を
「
笑
顔
」
で
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
昨
年
の
施
政
方
針
に

お
い
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
「
ゴ
ミ
拾
い
日
本

一
の
市
長
」
に
な
る
こ
と
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
日

本
一
と
な
れ
る
よ
う
実
行
中
で
あ
り

ま
す
。
志
布
志
市
は
、
ゴ
ミ
の
資
源

化
率
日
本
一
の
ま
ち
を
成
し
遂
げ
る

中
で
、
ま
ち
な
か
に
あ
る
ポ
イ
捨
て

ゴ
ミ
に
つ
い
て
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、い
つ
で
も
、

一
つ
も
落
ち
て
い
な
い
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
献
身
的
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
に
深
く
感
謝
す
る
中
で
、
私
自
身

も
率
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
申

し
訳
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
の
Ｓ
は
市
長
で
す
が
、
あ

る
方
か
ら
ご
示
唆
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
の
Ｓ
は
市
長
で
も
あ
る
が
、

市
民
と
も
、
市
役
所
と
も
、
ま
た
志

布
志
と
も
読
め
ま
す
よ
、
と
気
付
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

お
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。
市
民
み

ん
な
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
市
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

に
な
れ
ば
、
こ
の
志
布
志
は
ピ
カ
ピ

カ
に
光
り
輝
く
ま
ち
に
な
る
も
の
と

信
じ
る
の
で
す
。

　

議
会
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
、
ど

う
ぞ
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
こ
の

ま
ち
を
「
あ
ふ
れ
る
志
」
に
よ
り
、

市
の
将
来
像
の
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ

わ
い
の
輪
が
協
奏
す
る
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
私

は
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
、
全
力
で

取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
経
済
は
全
体
と
し
て
景
気

の
緩
や
か
な
拡
大
が
続
く
と
み
ら

れ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
回
復
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
長
引
く
デ

フ
レ
不
況
等
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
内
に
お
い

て
は
、
昨
年
末
の
衆
議
院
選
挙
の

結
果
に
お
い
て
新
し
い
政
権
が
発

足
し
、
デ
フ
レ
脱
却
に
よ
る
経
済

再
生
を
最
大
の
課
題
と
し
、
震
災

復
興
の
加
速
、
教
育
再
生
、
外
交
・

安
全
保
障
の
立
て
直
し
を
進
め
る

と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
復
興
・

防
災
対
策
」、「
成
長
に
よ
る
富
の

創
出
」、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域

の
活
性
化
」
の
３
分
野
を
重
点
と

し
た
緊
急
経
済
対
策
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
県
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
の
急
速
な
進
行
や
医
療
費
の
増

加
に
よ
り
扶
助
費
が
引
き
続
き
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
も
の
と
見
込
み
、「
行
財
政
運

営
戦
略
」
に
お
け
る
取
組
事
項
を

踏
ま
え
た
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ

た
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
国
・
県
の
動
向
等
も

十
分
見
極
め
な
が
ら
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
昨
年
度
は
志
布

志
市
に
お
き
ま
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
活
気
あ
ふ
れ
る
話
題
を
、

様
々
な
方
面
か
ら
次
々
に
提
供
し

て
く
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
昨
年
の
３
月
場

所
で
新
十
両
と
な
り
幕
内
昇
進
が

期
待
さ
れ
る
千
代
鳳
関
と
、
十
両

昇
進
が
目
前
の
千
代
丸
の
兄
弟

が
、大
相
撲
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
競

泳
男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

で
、
２
分
７
秒
01
の
世
界
新
記
録

を
樹
立
し
優
勝
し
た
山
口
観あ
き
ひ
ろ弘
君

に
は
、
こ
の
快
挙
に
対
し
て
「
志

布
志
市
市
民
栄
誉
賞
」
第
一
号
を

贈
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
尚
志
館
高
等
学
校
野

球
部
が
、
本
年
春
の
第
85
回
記
念

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。春
・

夏
を
通
じ
、
大
隅
半
島
の
高
校
が

甲
子
園
の
土
を
踏
む
の
は
初
の
快

挙
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
私
の
市
長

就
任
２
期
目
の
締
め
く
く
り
の
年

で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
市
長
に
就

任
以
来
、「
市
民
の
た
め
の
、
市

民
に
開
か
れ
た
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
行
政
」
と
い
う
信
条
の
も

と
、「
志
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し

て
、
共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
ゴ
ミ
の
資
源
化
率

日
本
一
」、「
健
康
づ
く
り
日
本

一
」、
さ
ら
に
「
日
本
一
の
情
報

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
先
進
地
」
の
３

つ
の
大
き
な
柱
を
中
心
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
、
日
本
一
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
、
行
政
と
市
民
が

一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
今
、
そ
の
成
果
が
着
実

に
積
み
上
が
り
、
一
歩
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
実
現
に
向

か
っ
て
い
る
気
配
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
ゴ
ミ
の
資
源
化
率
日
本

一
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
平
成
23

年
度
の
資
源
化
率
は
76
・
５
％
で
、

全
国
の
市
の
レ
ベ
ル
で
は
引
き
続

き
日
本
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
本
市
は
ま
さ
し
く
、
全

国
の
市
町
村
の
模
範
と
な
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
更
な
る
資
源
化
率
の

向
上
に
向
け
て
今
後
も
研
究
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
日
本
一
に
つ
い
て

は
、
特
に
健
康
増
進
運
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
24

年
度
は
確
実
に
県
本
土
で
一
番
低

い
ま
ち
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
全
国
の
同
規
模
自

治
体
の
中
で
医
療
費
が
日
本
一
低

い
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

施政方針

２０１３

SHIBUSH
I CITY

「施政方針」平成 25 年度に目指す市政のあり方と重点項目

市長が語る、「日本一のある」まちづくり。
特集①

※平成 25 年第１回志布志市議会定例会の初日（２月 26 日）の施政方針演説から抜粋したものです

市
政
運
営
の
所
信

　
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が

協
奏
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て　

本田 修一　志布志市長
　合併後志布志市の初代市長に就
任。 平 成 25 年 度 は、 就 任 ２ 期 目
の締めくくりの年を迎える。
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施政方針
２０１３

SHIBUSHI CITY

特集① 市長が語る、「日本一のある」まちづくり。

「郷と郷」「人と人」「物と物」のつながりがあるまち

自然や風土と共存する安心で豊かなまち

大地の力と海の恵みを活かした創造性あふれる持続可能なまち

「心」かよい合い若さあふれる元気なまち

市民が輝く共生 ・ 協働のまち

市民とともに歩む「ムダ」のない経営

　志布志港については、官民一体となりポートセールス

と利用促進に取り組むとともに、新若浜地区国際コンテ

ナターミナルの第二バースの必要性について関係機関へ

働きかけを行います。一方、平成 23 年５月に選定された

「国際バルク戦略港湾」については、関係者が連携して国

際バルク戦略港湾の実現に向けて検討を進めています。

　道路関連についても、東九州自動車道、都城志布志道

路に関する要望活動等や国道・県道の整備に関する要望

活動を行います。

　都市計画に関しましては、市内の一体性と均衡を図る

ために、今後は用途地域指定の検討を行い計画的なまち

づくりを進めます。

　情報化の推進につきましては、電子自治体の一層の推

進と、整備された光ファイバー通信網「しぶし志ネット」

のさまざまな分野での利用

促進を図り、ＩＣＴ活用日

本一のまちを目指します。

◆主な事業・取り組み
　�●志布志港の利用促進
　●「国際バルク戦略港湾」整備促進への取り組み　　
　●高速道路対策　　　●国・県道の整備
　●都市基盤の整備　　●情報化の整備・推進

　東日本大震災以降、再生エネルギーの活用が注目され

ており、低炭素社会の実現に向けた取り組みとして今後

も他の分野も含め推進します。

　公営住宅については、計画に基づき、建替、ストック

改善、修繕及び用途廃止を年次的に行っています。

　定住交流の推進については、対象地区に市外から新た

に住宅を新築又は購入し移住定住された方に補助金を交

付する制度を創設し、中山間地域の活性化と均衡ある発

展を図ります。さらに、市内の空き家を活用した空き家

バンク制度の運用に取り組みます。

　水道事業では、良質で安定した水の供給を図ります。

　環境行政の推進については、引き続き市民の協力をい

ただきながら資源化率が高まるよう取り組みます。また

国際協力機構（JICA）の草の根技術協力事業により国際

貢献を進めます。また水保全の必要性と重要性の啓発、

公共用水域の快適な水環境の保全に努めます。市民、事

業所あるいは各種団体など各主体が「環境にやさしいか」

を行動の基準とし、「ものを大切に、人を大切に」する「取

り組み」がある志あふれるまちを目指します。

　安全で安心なまちづくりの推進では、消防、防災、防

犯対策、交通安全対策など引き続き市民の生命、身体又

は財産に危害を及ぼす犯罪の防止、交通事故の防止及び

災害の未然防止に向けた取り組みを進めます。

◆主な事業・取り組み
　�●再生エネルギーの推進　　●公営住宅の整備
　●定住交流の推進　　●上水道・簡易水道事業
　●環境行政の推進　　●安全で安心なまちづくり

　企業立地の促進については、本地域経済発展の起爆剤

となるような企業誘致へ向けて全力を尽くします。

　農業振興については、将来に向けた地域農業の担い手

と、経営感覚に優れ、営農意欲に満ちた新規就農者の育

成確保を図ります。また生産流通では特にピーマンで鹿

児島県一の産地を目指し、茶業

振興では、「志布志茶」のブラ

ンド確立に努め、日本一のお茶

の産地を目指します。水を利用

した農業は、畑かん施設の利用

を促進し、生産者の農業所得の向上を図ります。さらに

ツーリズム事業への取り組みを充実させ、新しい産業の

創出という意味でも支援の強化を図ります。

　畜産振興につきましては、肉用牛繁殖経営、肉用牛肥

育経営、酪農への取り組み、基盤拡充や省力管理、防疫

対策への取り組みを引き続き実施します。

　ほ場整備を計画的に進め、農道及び林道についてはそ

の適正な管理に努め、整備等を年次的に取り組みます。

　水産業の振興につきましては、漁業振興策について漁

協との連携を図ります。

　商工業振興については、商工業者の健全な経営安定が

図られるよう様々な取り組みを支援します。

　観光物産の振興や観光客誘致の推進を図るとともに、

イベント等もより個性的で、より魅力あるものとなるよ

う取り組みます。

◆主な事業・取り組み
　�●企業立地の推進　　　　●農業の振興
　●生産流通の振興　　　　●茶業の振興
　●畑地かんがいの振興　　●畜産の振興
　●ほ場整備の推進　　　　●農道、林道の整備
　●水産業の振興　　　　　●商工業の振興
　●観光物産の振興　　　　●観光客誘致の推進
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　高齢者の福祉については、地域でいきいき暮らし、生

涯現役で充実した毎日を重ねていただけるように各種事

業を推進します。

　子育て支援につきましては、各種助成事業等の継続や

共働き世帯の負担軽減に努めます。また児童虐待につい

ては、各関係機関と連携を深め、迅速な対応により悲惨

な事故防止に努めます。

　障がい者福祉については、地域社会における共生の実

現へ向けて、障がい者への支援を図ります。

　保健事業については、自助、共助、公助により、「より

豊かな人生」や「一層の生活の質の向上」を目指します。

そして更なる「健康づくり日本一のまち」に繋がる、よ

り効果的な事業を展開します。

　これらの取り組みを通して、保健・福祉・医療が一体

となった「高齢者が元気なまち」と「子育て日本一のまち」

を目指します。

◆主な事業・取り組み
　�●高齢者福祉の支援　　　　●子育て支援について
　●障がい者福祉の推進　　　●保健事業について
　●健康づくり事業の推進　　●母子保健対策
　●救急医療の取り組み　　　●介護保険事業
　●国民健康保険事業

伝統 ・ 文化を守り育み、 次代へつなげる人づくりのまち

　教育行政については、「伝統と文化を守り育み、次代へ

つなげる人づくりのまち」を基本目標に、郷土の持つす

ばらしい伝統や教育的風土

を生かし、心の豊かさと学

ぶ意欲にあふれる市民づく

りを目指すとともに、生涯

学習の活力ある教育・文化

の振興を図ります。

◆主な事業・取り組み
　�●教育行政　　　　　　　●学校教育の取り組み
　●小・中学校の在り方について　　
　●生涯学習の推進　　　　●青少年の育成　　
　●文化振興の取り組み　　●生涯スポーツの推進　　
　●図書館の充実　　　　　●文化財の保護活用
　●学校給食

　共生・協働・自立の社会づくりを実現するためには、

行政だけでなく、地域の自治会、ボランティア、ＮＰＯ、

企業などの様々な団体やグループが、共通の目的を達成

するため、連携・協力し、地域のことは地域で解決でき

るような地域社会を形成することが必要です。そのため、

各団体の活動の充実を図り、支援します。

　また、市民の皆様のご意見を市の施策に反映するため

にも、広報・広聴活動を積極的に行い、市の施策・諸活

動を広く周知し、市民の皆様に行政情報を共有していた

だくことが大変重要であると考えます。

　男女共同参画への取り組みについては、「第２次志布志

市男
ひ と

女がともに輝くまちづくりプラン」と「ＤＶ対策基

本プラン」を本年３月に一体的に策定し、活動の充実を

図ります。

◆主な事業・取り組み
　�●共生・協働のまちづくり
　●広報公聴活動について
　●男女共同参画の推進　　

　行財政運営の厳しさが加速する中、限られた財源の効

率的配分や、職員の意識改革と能力開発の推進を図り、

成果を重視した透明性のある行政運営に努めるとともに、

質の高い行政サービスを展開します。

　さらに、自治体経営を支える組織づくりのために、本

庁・支所間の業務分担や将来の職員構造を予測した職員

の定員管理や適正な配置に努め、市民により近い立場で

市民サービスができる体制を構築します。

◆主な事業・取り組み
　�●行財政改革の推進

市民一人ひとりが「このまちが好き」、「このまちに住んで良かった」と実感し、
自分の住んでいるまちに誇りの持てる地域づくりを目指して邁進してまいります
ので、市民の皆様方の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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のグラフは、市に
入ってくる「歳入」

です。歳入は国及び県に頼
る「依存財源」と、市が自
らの権限で収入しうる「自
主財源」に分けられます。
　志布志市の歳入は、依

存財源である「地方交付税」が全体の 39.4％を占めています。
これは、市が一定水準の行政サービスを保つために交付される
ものです。次に多いのが、自主財源のうち市民の皆さんから納
めていただく「市税」で、全体の 16.1％を占めており、前年
度より 2.5％減の 30億 1,478 万円を見込んでいます。続いて、
特定の目的のために国から交付される「国庫支出金」が全体の
11.4％を占め、次に多いのが、大きな事業をする際の財源不足
を長期の借り入れで補う「市債」（借金）であり、事業の緊急
度及び効果等を十分に考慮し、借り入れを行っています。
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当初
予算

編成
当初予算

２０１３

SHIBUSH
I CITY

平成 25年度

志布志市議会３月定例会
で議決されました。

特集②

平成 25 年度一般会計当初予算は　187 億 7,000 万円（対前年度比 4.1％増）

特集② 平成 25 年度　当初予算編成

　一般会計　・・・ 歳入

歳　入
187 億 7 千万円

自主財源

28.2％

依存財源 71.8％

市税

16.1％

その他

12.1％

地方交付税 39.4％

国庫支出金

11.4％

市債

11％

県支出金

7.1％

その他

2.9％
市税の内訳

市税
30 億 1,478 万円

市民税

36.9％

50％

3.1％

10％

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

歳入
自主財源　28.2％

依存財源　71.8％

市税は全体の16.1％

  特別会計・公営企業会計  ・・・ 予算

会�計�区�分 予�算�額 対�前�年�度�比

国 民 健 康 保 険 46 億 3,378 万円 △ 2.0�％

後 期 高 齢 者 医 療 3億 4,929 万円 5.0�％

介 護 保 険 38 億 4,331 万円 1.0�％

下 水 道 管 理 3億 1,191 万円 △ 0.9�％

公 共 下 水 道 事 業 284 万円 0�％

国 民 宿 舎 1億��986 万円 0.8�％

工業団地整備事業 2億 2,090 万円 －

合 　 　 計 94 億 7,190 万円 2.3�％

特 別 会 計 予 算
別会計とは、特定の事業を行う場合に、
特定の歳入をもって、特定の歳出に充

て、その収支を明確にするため一般会計と
は切り離して経理するもので、志布志市には７つの特
別会計があります。
　平成 25年度から、工業団地整備事業特別会計が新
たに設けられました。

特別
会計

区�分 予�算�額 対�前�年�度�比

収益的
収入 5億 7,094 万円 △ 0.3�％

支出 5億 4,951 万円 0.4�％

資本的
収入 1億 7,097 万円 0.8�％

支出 5億 3,949 万円 △ 14.7�％�

公 営 企 業 会 計 予 算 （ 水 道 事 業 ）

営企業会計とは、民間企業と同じよう
に事業の収益で賄われる会計で、当該

事業に係る経費を使用料等の収入で賄い、
独立採算を基本とし、地方公営企業法の全

部又は一部の適用を受けて設置する会計です。
　志布志市では、水道事業に公営企業会計を設置して
います。

公営
企業
会計

※�資本的収入額が資本的支出に対し不足する額は、企業内に

留保されている財源から補てんをし、実施するものです。

　一般会計　・・・ 歳出

歳　出 性 質 別 グ ラ フ

歳　出

187 億 7 千万円

人件費

18.3％

公債費

13.7％

扶助費

21.4％

普通建設費

13.3％

災害復旧費

0.1％

物件費

12.1％

補助費等

11.9％

維持補修費

0.5％

その他 1.9％

繰出金

6.8％

義務的
経費

53.4％

投資的
経費

13.4％

その他
の経費

33.2％

（性質別）

歳　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費

1.2％
総務費

12.4％

民生費

33.7％

衛生費
6.8％

農林水産業費

8.1％

商工費

2.7％
土木費

7.8％

消防費

4.5％

教育費
8.9％

公債費

13.7％
その他

0.2％

記
の
グ
ラ
フ
は
、一
般
会
計
の
歳
出
を
「
性

質
別
」と「
目
的
別
」に
表
し
た
も
の
で
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
法
令
等
に

よ
り
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
及
び
圧
縮
等

が
で
き
な
い
経
費
で
あ
る
「
義
務
的
経
費
」
が
全
体
の

53
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
資
産
形
成
を
行
う

た
め
の
経
費
で
、
学
校
及
び
道
路
な
ど
将
来
に
残
さ
れ
る

も
の
に
支
出
さ
れ
る
「
投
資
的
経
費
」
が
全
体
の
13
・
４
％

で
あ
り
、「
そ
の
他
の
経
費
」
は
33
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
ま
す
と
、「
民
生
費
」
が
全

体
の
33
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
の
福
祉
全
般
に
関
す
る
経

費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。次
に
多
い
の
が「
公

債
費
」
で
全
体
の
13
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
債
の
元
金
・
利
子
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。
次
に「
総

務
費
」
で
全
体
の
12
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

職
員
管
理
、
庁
舎
・
財
産
管
理
、
選
挙
、
戸
籍
及
び
市
税

の
賦
課
・
徴
収
等
の
行
政
運
営
全
般
に
要
す
る
経
費
で
す
。

歳出

左

特

公

上

※  「目的別」については次ページで
　  その主な内容をお知らせします。

用
語
説
明

【
歳
入
】

▼
市
税
：
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
。

▼�

地
方
交
付
税
：
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

市
債
：
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
償
還
が

２
年
以
上
に
渡
る
も
の
。

▼�

国
庫
支
出
金
：
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に

対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

県
支
出
金
：
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

繰
入
金
：
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し

や
、
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
。

【
歳
出
】

▼
人
件
費
：
報
酬
や
給
与
な
ど
。

▼�

公
債
費
：
市
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
経

費
。

▼�

扶
助
費
：
高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が
い

者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
。

▼�

普
通
建
設
費
：
道
路
や
公
共
施
設
の
新
・

増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
。

▼�

物
件
費
：
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、
需
用

費
な
ど
の
経
費
。

▼�

補
助
費
等
：
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対

し
て
行
政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。

▼ 

維
持
補
修
費
：
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を

管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
。

▼�

繰
出
金
：
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た
め

の
経
費
。

▼�

議
会
費
：
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
。

9　市報しぶし■ 2013.4



 ～やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち～

 市民１人当たりの市税負担額は８万 9,396 円、支出額は 55 万 6,577 円
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特集② 平成 25 年度　当初予算編成
当初予算
２０１３

SHIBUSHI CITY

成 25年度一般会計当初予算を平成 25年２月１日現在の市の住民基本台帳人口（33,724 人）で、市民１人
当たりに換算してみます。歳入のうち「市税」を市民１人当たりに換算すると、89,396 円の負担となります。

また、歳出について市民１人当たりに換算すると、556,577 円の支出となります。
　市民１人当たりの市税負担額と支出額には、467,181 円の差があります。この差額の大部分が「地方交付税」
や国及び県からの支出金等で賄われることになります。

平

市民１人当たりの市税負担額 89,396 円

  ◆固定資産税　44,739 円

　土地、家屋及び償却資産の
　所有に係る税金です。

  ◆市民税　32,959 円

　個人の前年の所得に係る税金及び
　法人の所得に係る法人税を基礎と
　して係る税金です。

  ◆軽自動車税　2,802 円

　原動機付自転車、軽自動車、
　小型特殊自動車及び２輪の
　小型自動車に係る税金です。

  ◆市たばこ税 8,896 円

　たばこ製造者、特定販売業者、卸販売
　業者が市内の小売販売業者に売り渡した
　たばこに係る税金です。

市民１人当たりへの支出額（目的別）556,577 円（主なものは、次のとおりです）

  ◆総務費　69,234 円

　職員管理、庁舎・財産管理、選挙、
　戸籍及び市税の賦課・徴収等の行
　政運営全般に要する経費です。

  ◆公債費　 76,384 円

　市の借金の返済に要する経費です。

  ◆民生費　187,783 円

　子どもや高齢者、障がいのある
　人などへの福祉関係全般の事業
　に要する経費です。

  ◆農林水産業費　44,899 円

　農業、畜産業、林業及び水産業等の
　振興のために要する経費です。

  ◆消防費　25,099 円　

　火災や風水害等の災害から市民の
　生命と財産を守るために要する
　経費です。

  ◆衛生費　37,730 円　

　保健衛生や環境等、健康で衛生的な
　生活環境を整備するために要する経
　費です。

  ◆土木費　 43,158 円　

　道路、橋、河川及び公園等の
　住環境を整備するために要す
　る経費です。

  ◆教育費　49,440 円　

　学校、体育施設の整備や、教育、
　生涯学習、文化及びスポーツ等の
　振興のために要する経費です。

 志布志市の台所事情

　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しいといわれる中、志布志市の財政はどんな状況でしょうか？

平成 25 年度一般会計予算の収入と支出の状況について、一世帯当たりの平均所得である月額 45 万円（平

成 23 年国民生活基礎調査より）の家計に置き換えてみました。

収　入
平成 25 年度一般会計予算額

187 億 7,000 万円
家計に置き換えた場合

（月額）45 万円
 市税　　　           30 億 1,479 万円
 地方交付税　          74 億 300 万円
 地方譲与税ほか　 5 億 7,691 万円

 月収（給与・各種手当）
            26 万４千円（58.7％）

 使用料・手数料　 1 億 4,684 万円
 分担金・負担金　 2 億 4,922 万円
 財産収入　　　　 1 億 2,079 万円
 諸収入　　　　　    4 億 633 万円

 パート等の副収入
 （資産活用、雑収入など）
                ２万２千円（4.9％） 

 国庫支出金　 　 21 億 4,726 万円
 県支出金　　  　13 億 2,908 万円

 親からの仕送り 
              ８万３千円（18.4%）

 市債   　 　20 億 5,510 万円
 ローンの借入れ
              ４万９千円（10.9%）

 繰入金 　   11 億 2,068 万円
 預金引き出し
                ２万７千円（6.0%）

 繰越金　　　　　　 ２億円
 先月の残金
                　　５千円（1.1%）

支　出
平成 25 年度一般会計予算額

187 億 7,000 万円
家計に置き換えた場合

（月額）45 万円
 人件費　　　       34 億 4,295 万円
 物件費　    　       22 億 7,341 万円
 補助費等　           22 億 3,074 万円

�生活費（食費、光熱費、町内会費、
  子どもの習い事の月謝等）
            19 万 1 千円（42.4%）

 扶助費　　　40 億 1,944 万円
 家族の医療費、保険料等
              9 万 6 千円（21.3%）

 繰出金　　　12 億 7,506 万円
 子どもへの仕送り
                      3 万 1 千円（6.9%）

 公債費 　　   25 億 7,599 万円
 住宅ローンの返済等
     　           6 万 2 千円（13.8%）

 普通建設費、災害復旧費        25 億 594 万円
 維持補修費　　　1 億 77 万円

 家の増改築、補修など
 　　　　  6 万 2 千円（13.8%）

 基金積立金等    3 億 4,570 万円  その他雑費 　　8 千円（1.8%）財 源 不 足 ！

資　産　の　状　況
平成 25 年度末見込み額 市民 1 人当たり

 市債残高　  238 億 8,834 万円  ローン残高             70 万 8 千円

 基金残高 　   37 億 7,300 万円  預貯金残高             11 万 2 千円

※財源不足額

　繰入金（預貯金の取崩し）で穴埋めをしており、これにより基金（預

　貯金）の残高は減っています。

入は、月収とパート等の副収入を合わせて 28万６千円ですが、食費や光熱費、家族の医療費、子どもへの
仕送りなどの費用が 31万８千円かかっています。

　このほかにローンの返済や古くなった家の改築費などの費用のため、支出額の合計は 45万円となっています。
　そのため、親からの仕送りに頼ったり、銀行からの借金や預金の引き出しによって、やり繰りをしています。
　なお、平成 25年度末の市民１人当たりの借金（市債）は 70万８千円、預貯金残高（基金）は、11万２千円の
見込みです。

収

　国、県の厳しい財政状況を踏まえ、平成 25 年度当初予算におきましても、限られた財源の重

点配分を行い、特に『防災』、『健康づくり』、『教育・文化振興』、『産業活性化』に重点的な予算
配分を行いました。

　また、本市の将来像である、『やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち』の実現に向け、『志の
あふれるまち』をまちづくりの基本理念として、「共生・協働・自立の社会づくり」を更に推進す
るとともに、住民サービスを堅持しながら、持続可能な財政基盤の確立に努めます。

平成 25 年度 当初予算編成にあたって
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技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
全
国
第
2
位

　

2
月
23
日
か
ら
25
日
、
千
葉
県
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
に
、
市
内
在
住
の
佐
藤
隆
洋
さ
ん

が
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
第
2

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
2
年
に
1
度
、
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
と
（
社
）
全
国
技
能
士
会
連

合
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
様
々
な
部
門

で
そ
の
技
能
を
競
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
が
出
場
し
た
建
具
の
部
に
は

24
人
が
参
加
。
12
時
間
の
制
限
時
間
内
に

課
題
を
完
成
さ
せ
た
の
は
半
数
の
12
名
で

あ
り
、
非
常
に
難
し
い
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
４
回
目
の
出
場
で
3
大
会
連
続
で

の
2
位
入
賞
を
果
た
し
た
佐
藤
さ
ん
。
2

年
後
の
優
勝
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

緑
の
募
金
植
樹
祭
を
開
催

　

３
月
２
日
、
志
布
志
町
の
前
川
河
川
流

域
に
お
い
て
、
志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
、「
志
布
志
市
緑
の

募
金
植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
や
た
ち
ば
な
保
育
園
の
園
児
な

ど
約
60
名
で
行
わ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
み

ど
り
の
募
金
を
活
用
し
て
、
ウ
バ
メ
ガ
シ

（
花
言
葉
：
明
る
い
未
来
）
と
常
緑
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
（
花
言
葉
：
友
情
）
の
２
種
類
の

広
葉
樹
を
植
樹
す
る
も
の
で
す
。
落
葉
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
腐
葉
土
は
ミ
ネ
ラ
ル
を

多
く
含
み
、
そ
れ
が
河
川
へ
流
れ
出
る
こ

と
で
や
が
て
は
漁
業
資
源
の
確
保
に
つ
な

が
る
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
樹
木
が
強
く
大
き
く
育
ち
、

豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
し
た
。

緑を増やし、豊かな自然づくりに取り組んでいます

佐藤さんと大会で製作した木製の屏風

皆さんの活躍をお祈りいたします

立
派
な
自
衛
官
を
目
指
し
て　

　

３
月
12
日
、
志
布
志
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
24
年
度
自
衛
隊
入
隊

者
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
入
隊
予
定
の
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
の
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊

鹿
屋
航
空
基
地
第
１
整
備
補
給
隊
司
令
な

ど
か
ら
「
我
が
国
の
平
和
を
守
る
自
衛
隊

へ
の
道
を
選
ば
れ
、
志
高
く
入
隊
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
入
隊
者
を
代
表
し
て
深

川
祐
介
さ
ん
（
志
布
志
町
出
身
）
が
「
自

衛
官
と
し
て
も
社
会
人
と
し
て
も
少
し
で

も
早
く
先
輩
に
追
い
つ
く
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
壮
行
会
を

終
え
た
皆
さ
ん
は
、
３
月
中
旬
頃
か
ら
各

地
の
教
育
隊
に
着
任
し
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

　

２
月
23
日
、
第
７
回
志
布
志
市
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い

者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
と
フ
ッ
ト
サ
ル
に
、
合
わ
せ
て

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
優
勝
を
目
指
し

て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
競
技
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

たくさんの方がグラウンドゴルフを楽しまれました

初
戦
突
破
に
大
興
奮
！

　

３
月
22
日
に
開
幕
し
た
、
第
85
回
選
抜

高
校
野
球
大
会
に
尚
志
館
高
校
が
大
隅
半

島
で
初
め
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
第
３
日
目
の
第
１
試
合
に
登
場
し

た
同
校
は
、
近
畿
地
区
代
表
で
奈
良
県
の

大
和
広
陵
高
校
と
対
戦
し
、
２
対
１
で
見

事
に
初
戦
を
突
破
し
、
甲
子
園
で
の
初
陣

を
勝
利
で
飾
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
尚
志
館
高
校
が
１
回
に
１
点

を
失
っ
た
後
、
両
エ
ー
ス
の
投
げ
合
い
で

８
回
ま
で
１
対
０
の
緊
迫
し
た
内
容
。
９

回
表
に
尚
志
館
高
校
が
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん

で
２
対
１
と
逆
転
し
、
甲
子
園
初
出
場
で

初
戦
突
破
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
球
場
に
は
同
校
の
生
徒
を
は
じ

め
、
保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
多
く
の
人
が

足
を
運
び
、
初
戦
突
破
に
向
け
て
一
丸
と

な
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
内
で
は
文
化
会
館
ホ
ー
ル
の
大

画
面
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
達
や
そ
の
保
護

者
な
ど
約
３
０
０
人
が
甲
子
園
に
向
け
て

応
援
し
ま
し
た
。
最
終
回
の
逆
転
劇
に
は

会
場
の
皆
が
手
を
取
り
合
っ
て
喜
び
、
甲

子
園
で
の
初
勝
利
に
大
興
奮
の
様
子
で
し

た
。

　

次
の
試
合
、
大
会
第
８
日
目
の
第
１
試

合
で
は
北
海
道
代
表
の
北
照
高
校
と
対

戦
、
惜
し
く
も
３
対
６
と
敗
れ
は
し
た
も

の
の
、
甲
子
園
初
出
場
ら
し
い
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
尚
志
館
ナ
イ
ン
の
活
躍
に
大
隅

半
島
全
体
が
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

甲子園での初勝利に沸く市内スポーツ少年団の子ども達

初戦を突破し、応援席に礼をする選手たち

文化会館での応援にも熱が入ります！

感動をありがとう！
大隅半島初の甲子園出場で初勝利！

尚志館高校の大応援団も甲子園球場に駆け付けました！

多くの人たちに見送られ、甲子園に出発しました
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森
は
み
ん
な
の
宝
物
事
業
を
開
催

　

２
月
23
日
、
み
ど
り
推
進
協
議
会
主
催

で
、「
第
５
回
森
は
み
ん
な
の
宝
物
事
業
」

が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
20
家
族
、
68
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
み
ど
り
の
募
金
を
活
用

し
、
未
来
あ
る
子
供
た
ち
と
そ
の
親
に
豊

か
な
森
林
の
大
切
さ
を
学
習
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、し
い
た
け
の
駒
打
ち
、

ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
作
り
な
ど
の
体
験
を

通
し
、
森
林
の
大
切
さ
、
役
割
な
ど
を
家

族
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
志
布
志
市
産
の
椎
茸
の
炭

火
焼
き
や
、
市
猟
友
会
員
の
提
供
で
「
し

し
鍋
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
食
を
通
し
て
森

の
作
り
出
す
恵
み
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「来年も是非参加したい」との声が聞かれました

ＳＬについて学びました！

　２月６日、香月小学校 4年生の児
童が「鉄道体験とＳＬ学習」の授業で、
志布志町ＳＬ保存会の宮内春芳さん
から鉄道等について学びました。
　学習では、鉄道記念公園でＳＬが
現役であったころの活躍などを学
び、志布志駅から串間駅までワンマ
ン電車で往復するなど、多くの児童
にとって初めての体験であり、楽し
みながら学ぶことができました。
　同保存会の宮内さんは「ＳＬ保存
の活動に繋がれば」と話されました。

切符の買い方なども教わりました！

河川愛護運動で知事表彰

　３月 11 日、特定非営利活動法人
志布志市ふるさと協議会（池﨑美次
理事長）が、平成 24年度河川愛護
運動の優良団体として鹿児島県知事
から表彰されました。
　同協議会は志布志市内を流れる２
級河川（菱田川、前川、宮下川）に
おいて環境美化活動を平成 18年の
発足当初より定期的に行っており、
本年度も５月、10月の２回に渡り、
延べ 200 名で清掃活動を行い、そ
の活動が評価されました。

活力ある地域づくりに貢献！

四季折々の花を植えています

　有明校区の仮屋自治会では、幹線
道路入り口から仮屋自治公民館まで
の約 30メートルにわたって、スイ
センやアジサイなど季節の花を植え
ており、３月～４月には黄色いスイ
センの花が満開となります。
　仮屋自治会の仮屋登丸さんは、「道
端に花を植えることで、高齢化が進
む地域の活気に繋がれば良いと思い
植えました。今後、この道を見に来
る人が増えれば嬉しい」と話されま
した。

季節の花が楽しめるよう活動しています

こんな大根が採れました！

　３月３日、有明町野井倉にお住ま
いの橋口康彦さんが、自宅の菜園で
大きく育った大根を収穫しました。
　橋口さんが収穫した大根は、人が
足を組んで座っているようで、とて
もユニークな形をしています。
　橋口さんは「形が変わった大根は
今までも何度か見たことがあるが、
こんなに大きいものは初めて。これ
だけ形がはっきりしていると、食べ
づらいですよね」と笑顔で話されま
した。

折れることもなく綺麗に収穫できました！

彼岸花を植えました！

　3月 17 日、松山町で活動する水
土里サークルてのもんそ会（本村次
安会長）が、泰野の河川敷に彼岸花
の植栽を行いました。
　この活動は、ふるさとの住み良い
地域づくりに、そして思い出づくり
にと企画したもので、てのもんそ会
員、泰野小学校児童、地域住民など
40 人が参加し、約 3,000 球を植え
ました。子ども達は「自分たちで植
えた彼岸花が咲くのが楽しみです」
と喜んで話しました。

さらに明るいふるさとに！

体験型観光で志布志を満喫！

　２月 23 日、志布志グリーンツー
リズム推進協議会が主催するモニタ
ーツアーが開催され、都城市や曽於
市などから 24名が参加しました。
　これは同協議会が志布志の豊かな
自然を体験してもらい、もっと志布
志を知ってもらおうと企画したもの
で、市外から参加した親子連れなど
は「志布志名産の食べ物をいただけ
ただけでなく、染物体験などいろい
ろな体験ができてよかった」と満足
そうに話されました。

天然素材による染物初体験！

青
年
農
業
者
会
議
で
最
優
秀
賞
受
賞

　

２
月
14
日
、
鹿
児
島
市
で
県
青
年
農
業

者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
青
年
農
業

者
が
日
頃
の
農
業
経
営
の
改
善
を
図
る
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
取
り
組
ん
だ

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
か
ら
は
茶
農
家
の
堀
口
大
輔

さ
ん
が
「
散
水
に
よ
る
茶
の
摘
採
時
期
の

調
整
」
に
つ
い
て
、
露
地
野
菜
農
家
の
園

田
健
太
さ
ん
が
「
さ
つ
ま
い
も
の
害
虫
防

除
対
策
の
検
討
」
に
つ
い
て
を
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
の
概
要
、
反
省
、
今
後
の
課

題
等
に
つ
い
て
堂
々
と
発
表
を
行
い
、
堀

口
さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
輝
か
し
い
結
果
を
収
め
ま

し
た
。
今
後
も
青
年
農
業
者
の
活
動
が
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最優秀賞を受賞した、堀口大輔さん（前列右）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
立
地
協
定
式

　

３
月
４
日
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の

立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
立
地
協
定
を
結
ん
だ
の
は
九
州
お

ひ
さ
ま
発
電
株
式
会
社（
永
山
在
紀
社
長
・

鹿
児
島
市
）
で
、
志
布
志
消
防
署
南
側
、

約
２
・
３
㌶
の
用
地
に
約
６
４
０
０
枚
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
、
約
３
０
０
世

帯
の
年
間
の
電
力
使
用
量
に
相
当
す
る

１
１
７
万
kwh
を
発
電
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
立
地
協
定
に
は
、
地

域
貢
献
の
一
つ
と
し
て
防
災
活
動
へ
の
協

力
が
含
ま
れ
て
お
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
に
非
常
用
飲
料
水
等
の
備
蓄
や
、
簡

易
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
災
害
時
に
住
民
の

方
へ
開
放
す
る
計
画
や
、
隣
接
す
る
消
防

署
へ
３
kw
程
度
の
蓄
電
機
能
を
備
え
た
太

陽
光
発
電
機
を
寄
贈
す
る
も
の
で
す
。

今年７月に稼働する予定です

｢

食｣

と｢

体
験｣

ツ
ア
ー
を
開
催

　

3
月
6
日
、『
志
』
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
は
、
地
元
の
「
食
」
と
「
体
験
」
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ご
当
地
丼
の
「
背

白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
と
、
か
ご
作
り
や

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
む
ツ

ア
ー
を
体
験
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
21
人
が
参
加
し
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
か
ご
作
り
や
花
の
ア
レ
ン

ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
志
布
志
市
を
訪
れ
た
方
は
「
こ

ん
な
美
し
い
環
境
の
中
で
、
一
日
体
験
を

楽
し
み
、
美
味
し
い
食
事
ま
で
い
た
だ
け

て
、
と
て
も
良
か
っ
た
。
ま
た
遊
び
に
来

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後
も
体
験
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、
志
布
志
市
の
良
さ
を
広
く
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

志布志のファンを増やす取り組みを続けていきます
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教
育

委
員

会
情

報
ネ

ッ
ト

第８回 しぶしポートマラソンが開催されました！
　

３
月
３
日
、
第
８
回
し
ぶ
し
ポ
ー
ト

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
志
布
志
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
遠
く
は

埼
玉
・
千
葉
県
を
は
じ
め
、
市
内
外
か

ら
９
８
８
人
の
参
加
者
が
ハ
ー
フ
、
10

キ
ロ
、５
キ
ロ
、３
キ
ロ
、フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

有
明
中
学
校
陸
上
部
同
好
会
主
将
、

竹
ノ
内
大
志
さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
で

幕
を
開
け
た
同
大
会
は
、
幼
児
か
ら
80

代
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
の
方
が
自
分
の

体
力
に
合
わ
せ
て
、
志
布
志
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
東
洋
建
設
株
式
会
社

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
清
掃
を
行
っ

た
の
を
は
じ
め
、
志
布
志
警
察
署
、
志

布
志
消
防
署
、
大
隅
地
域
振
興
局
、
交

通
安
全
協
会
、地
域
女
性
連
絡
協
議
会
、

体
育
協
会
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
な
ど
、
多
く
の
方
が
大
会

の
運
営
に
携
わ
り
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

早春のマラソンを楽しみました！

大阪から参加された方々
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３Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　338 名
小学生男子 �荒武�真也（柳迫小学校）10 分 39 秒 40 歳代男子 �有村�憲治（曽於市）10 分 40 秒

小学生女子 �樋口�真希（高山 jr 陸上）11 分 24 秒 40 歳代女子 �本村�鯉恵（霧島市）12 分 3 秒

中学生男子 �渡邊�文弥（大崎中学校陸上部）9分 50 秒 50 歳代男子 �種田�昇（宮崎県）11 分 24 秒

中学生女子 �重山�七海 (有明中学校 )10 分 56 秒 50 歳代女子 �西江�いそ美（志布志市）16 分 42 秒

29 歳以下男子 �平川�慎介（曽於市）9分 28 秒 60 歳代男子 �小森�透（肝付町）11 分 26 秒

29 歳以下女子 �上山�茜（志布志市）18 分 29 秒 60 歳代女子 �後藤�千鶴子（宮崎県）13 分 52 秒

30 歳代男子 �原田�慎也（speciai）9 分 53 秒 70 歳以上男子 �川添�時義（宮崎県）14 分 47 秒

30 歳代女子 �稲留�真紀（志布志市）15 分 33 秒 70 歳以上女子 �有村�ユリ子（岡山県）16 分 05 秒

５Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　110 名
中学生男子 �稲留�涼斗（末吉中学校）16 分 05 秒 40 歳代女子 �戸田�道代（霧島市）25 分 25 秒

中学生女子 �荒武�志織（末吉中学校）17 分 41 秒 50 歳代男子 �横手�幸雄（鹿児島市）21 分 10 秒

29 歳以下男子 �山崎�翔平 (鹿児島高専 )16 分 03 秒 50 歳代女子 �富奥�裕子（日置市）21 分 02 秒

29 歳以下女子 �赤澤�寿美枝（宮崎県）27 分 19 秒 60 歳代男子 �伊藤�述史（宮崎県）21 分 45 秒

30 歳代男子 �永野�久信（霧島市）17 分 53 秒 60 歳代女子 �倉�みどり（霧島市）22 分 52 秒

30 歳代女子 �永野�友里香（曽於市）30 分 29 秒 70 歳以上男子 �春薗�清文（鹿屋市）23 分 22 秒

40 歳代男子 �蒲生�英樹（宮崎県）17 分 27 秒 ― ―

10 Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　173 名
29 歳以下男子 �有馬�啓司（順天堂大学）33 分 57 秒 50 歳代男子 �米丸�浩一（宮崎県）38 分 41 秒

29 歳以下女子 �内田�美穂（鹿児島市）55 分 00 秒 50 歳代女子 �永田�はるよ（鹿児島市）44 分 07 秒

30 歳代男子 �野下�寛 (航空自衛隊芦屋 )35 分 34 秒 60 歳代男子 �出口�敏和（宮崎県）43 分 46 秒

30 歳代女子 �惠�亜矢（姶良市）45 分 40 秒 60 歳代女子 �前田�多美子（鹿児島市）1時間 06 分 09 秒

40 歳代男子 �鳥越�宏人（霧島市）35 分 51 秒 70 歳以上男子 �熊谷�明（大分県）48 分 30 秒

40 歳代女子 �池之上�みどり（南日本くみあい飼料）46 分 54 秒 ― ―

ハーフ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　210 名
29 歳以下男子 �飛松�佑輔（第一工大）1時間 07 分 11 秒 50 歳代男子 �立岡�弘明（鹿児島市）1時間 23 分 41 秒

29 歳以下女子 �種田�沙織（曽於市）1時間 38 分 00 秒 50 歳代女子 �松元�博子（鹿屋市）1時間 45 分 33 秒

30 歳代男子 �山元�秀和 (鹿児島市 )1 時間 16 分 30 秒 60 歳代男子 �市屋�正俊（鹿屋市）1時間 37 分 44 秒

30 歳代女子 �大山�友里江（姶良市）2時間 10 分 20 秒 60 歳代女子 �松永�啓子（鹿児島市）1時間 49 分 36 秒

40 歳代男子 �戸田�創（霧島市）1時間 16 分 51 秒 70 歳以上男子 �加世田�雅史（鹿児島市）1時間 40 分 26 秒

40 歳代女子 �義永�祐子（鹿児島市）1時間 46 分 35 秒 ― ―

ファミリー　コース　53 組 157 人 　宝満�基樹ファミリー（志布志市）4分 39 秒

家族揃ってゴールイン！うどんなどの振舞いも大盛況！
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確
実
な
ご
み
出
し
を
す
る
た
め
に
、
ま
ず
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
会
・
集
合
住
宅

等
を
単
位
と
し
た
衛
生
自
治
会
に
加
入
し
ま
す
。

そ
し
て
、
加
入
し
た
単
位
衛
生
自
治
会
が
管
理
す

る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ご
み
出
し
の
基
本

ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま
す
（「
志
布
志
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
で
定
め
て
い
ま
す
）。

※�

出
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

よ
り
資
源
化
さ
れ
、
市
に
は
売
却
益
金
が
入
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
お
金
は
市
衛
生
自
治
会
か
ら

単
位
衛
生
自
治
会
に
還
元
さ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ご
み
出
し
に
つ
い
て
の
お
願
い

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 136）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民税務課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

【
ご
み
出
し
の
基
本
ル
ー
ル
】

① 

市
の
分
別
区
分
に
従
い
、正
し
く
分
別
し
ま
す
。

②
決
め
ら
れ
た
日
時
に
出
し
ま
す
。

③ 

指
定
ご
み
袋
は
「
一
般
ご
み
用
（
オ
レ
ン
ジ

色
に
黒
印
字
）」
と
「
資
源
回
収
用
（
透
明
に

緑
色
の
印
字
）」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。　

一
般
ご
み
は
一
般
ご
み
用
の
指
定
ご
み
袋
を

使
用
し
ま
す
。
資
源
ご
み
は
、
資
源
回
収
用

指
定
ご
み
袋
で
出
す
も
の
、
紙
ひ
も
で
縛
っ

て
出
す
も
の
、
資
源
回
収
コ
ン
テ
ナ
に
出
す

も
の
が
あ
り
ま
す
。

④
指
定
ご
み
袋
に
は
、
必
ず
名
前
を
書
き
ま
す
。

⑤ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶

な
ど
の
汚
れ
は
水
洗
い
し
、
乾
か
し
て
出
し

ま
す
。

⑥ 

生
ご
み
は
、
水
気
を
切
り
、
生
ご
み
専
用
バ

ケ
ツ
に
入
れ
ま
す
。

⑦ 

粗
大
ご
み
は
、
戸
別
収
集
依
頼
す
る
か
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
（
粗
大
ご
み
置
き
場
）
に
直
接

搬
入
し
ま
す
。

　

今
ま
で
一
般
ご
み
と
し
て
埋
立
処

分
さ
れ
て
い
た
家
電
類
が
、
資
源
ご

み
と
し
て
分
別
収
集
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

処
分
す
る
家
電
類
の
う
ち
「
コ
ン

セ
ン
ト
又
は
電
池
電
源
の
電
子
電
気

機
器
で
、
資
源
回
収
用
コ
ン
テ
ナ
に

入
る
サ
イ
ズ
の
も
の
」
は
資
源
ご
み

「
小
型
家
電
」
と
し
て
分
別
収
集
し

ま
す
。「
コ
ン
テ
ナ
か
ら
は
み
出
す

も
の
」「
コ
ン
テ
ナ
に
収
ま
ら
な
い

も
の
」
は
粗
大
ご
み
と
し
て
戸
別
収

集
依
頼
す
る
か
、清
掃
セ
ン
タ
ー（
粗

大
ご
み
置
き
場
）
へ
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
、
家
電
類
を
「
一
般
ご

み
」
で
出
す
と
違
反
ご
み
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器

は
、
市
で
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

平
成

　
年
４
月
か
ら
、
資
源

ご
み
「
小
型
家
電
」
の
分
別
収

集
が
本
格
施
行
し
ま
し
た

25

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
を

推
進
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
市

民
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

◆
対
象
シ
ス
テ
ム

　

太
陽
光
発
電

普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
‐
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
が
実
施

す
る
住
宅
用
太

陽
光
発
電
導
入

支
援
対
策
費
補
助
金
の
対
象
と
な

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

◆
補
助
額

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
１
kw
あ

た
り
２
万
円
（
た
だ
し
、
限
度
額

８
万
円
）

※�

昨
年
度
と
金
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　

そ
の
他
の
要
件
等
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
市
民
環
境
課
（
松
山

支
所
市
民
課
、
志
布
志
支
所
市
民

税
務
課
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成　

 

年
度
志
布
志
市

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入

支
援
対
策
費
補
助
金
の
申

請
受
付
を
開
始
し
ま
す

25

ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

　

市
が
草
の
根
技
術
協
力
事

業
を
展
開
し
て
い
る
フ
ィ

ジ
ー
の
音
楽
教
育
の
現
場
で

は
、
学
校
に
楽
器
が
不
足
し

て
お
り
、
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー

ダ
ー
を
交
替
で
使
用
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
使
用
し
な
い
ソ

プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
お
持

ち
で
し
た
ら
、
市
役
所
市
民

環
境
課（
松
山
支
所
市
民
課
、

志
布
志
支
所
市
民
税
務
課
）

ま
で
、
是
非
ご
提
供
く
だ
さ

い
。
現
地
で
の
音
楽
教
育
の

場
で
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
善
意
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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図
書

館
へ

行
こ

う
！

  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「町工場からの宣戦布告」     北沢 栄 著
　「他行に行っても同じですよ」デリバ

ティブ、 貸し渋り、 貸し剥がし、 リーマン・

ショック…。

 マスコミでは報じ

られないメガバンク

の冷酷無情と中小企

業の決死の対決を抉

る。 メガバンクが仕

掛けた罠を白日の下

に曝す実話小説。

新刊案内 ■「 誰もが僕に『探偵』をやらせ
たがる」　　    白石 かおる 著

　死後４～５年の男の死体がビル

脇の植え込みで発見された。 だが

男が飛び降りたと思われるビルが

建ったのは２年

前で…。 会社

員にして名探

偵、 かおる君

の活躍を描く。

『 小 説 屋 sari 

-sari』 掲載に

書き下ろしを

加え書籍化。

今月のテーマ図書
「お弁当」 　春ですね！お弁当を

持ってピクニック、お
花見…♪なんていかが
ですか？お弁当やサン
ドイッチ作りの参考に
レシピ本をそろえてみ
ました！

　絵本「ぐりとぐ
ら」が出版されて
50年！「ぐりぐら」
シリーズや絵本の中
に登場するお菓子の
レシピ本、作者の中
川李枝子さんの作品
を集めました♪

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ ４ 月 ・ ５ 月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

４ 月 場 所 イベント名

13 日（土）
本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 〜

安楽分館  おはなし会　10 時 〜

20 日（土）
本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 〜

有明分館   おはなし会＆ふくわ術　10 時 〜

27 日（土）

本館  緑陰読書会　10 時 〜 

香月分館  おはなし会　10 時 30 分 〜

松山分館   おはなし会　14 時 ～

５ 月 場 所 イベント名

４ 日 （土） 本館  かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

11 日 （土） 本館  かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

18 日 （土） 本館  かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

◆４月 ・ ５月の休館日

　【４月】15 日、17 日、22 日、30 日

　【５月】７日、13 日、15 日、20 日、27 日

■「モナミは宇宙を終わらせる？」
はやみね かおる 著

■「あん」　
ドリアン助川 著

■「サクラ秘密基地」　
朱川　湊人　著

■「来世は女優」　
林　真理子　著

■「悲痛伝」
西尾　維新　著

■「天山の巫女ソニン」　
管野　雪虫　著

■「さらば南紀の海よ」　
西村　京太郎　著

　市立図書館では、平成 25年度から、小学校に入学
するすべての 1年生に絵本をプレゼントする「セカ
ンドブック事業」をスタートします。
　これは、乳幼児検診時に行っている「ブックスター
ト事業」のフォローアップ事業として、あらかじめ選
書された 20冊の絵本の中から、自分のお気に入りの
1冊をプレゼントします。
　個性の出てきた子どもたちに、興味のある一冊の絵

本との出会いを大切にすることにより、本が身近にあ
る環境づくりと、読書好きの子どもに育つことを願い
行われる県内初の事業です。絵本の紹介や申込みなど
については、後日ご案内します。

●工作：「紙ひこうきやカブトを作って遊ぼう」
●�おはなし会：「パネルシアター」「エプロンシアター」
「ダウトをさがせ！」など楽しい催しがいっぱいあ
るよ！

県内初の 「セカンドブック事業」 を

スタートします！

エ
コ

通
信

　

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」　

みんなで緑
り ょ く い ん ど く し ょ か い

陰読書会に来てね！

日時：4/27( 土 )  10：00 開演

※ 移動図書館「がんがら号」の巡回計画は、図書館の
ホームページをご覧ください。
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～「健康しぶし２１」の中間評価を行いました ～

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。

　

志
布
志
市
で
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
一
部
の
予
防
接
種
を
除
き
、
市

内
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な

り
ま
す
。

　

左
記
の
変
更
点
や
注
意
事
項
等
を

よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
ご
理
解
い
た

だ
き
、
未
完
了
の
予
防
接
種
を
下
記

の
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
子
ど
も
の
予
防
接
種

の
変
更
点
と
注
意
事
項

◆�

平
成
25
年
度
か
ら
、
下
記
の
医
療

機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、ポ
リ
オ
、

三
種
混
合
、
四
種
混
合
等
、
こ
れ

ら
の
予
防
接
種
が
未
完
了
で
、
平

成
25
年
度
中
に
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

３
月
29
日
付
で
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

◆�

平
成
25
年
度
中
に
麻
し
ん
・
風
し

ん
混
合
予
防
接
種
２
期（
就
学
前
）

と
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
（
中
学

１
年
生
～
高
校
１
年
生
の
女
子
）

の
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、
別
途

通
知
し
ま
す
。

◆�

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

１
期
と
日
本
脳
炎
、
な
ら
び
に
二

種
混
合
予
防
接
種
は
例
年
ど
お

り
、
集
団
接
種
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
対
象
と
な
り
次
第
、
市
か

ら
通
知
し
ま
す
。

保
健

師
メ

モ

本庁 保健課   TEL ：474-1111（164）　松山支所市民課   TEL：487-2111（273）　志布志支所福祉課    TEL：472-1111（206）

～平成 25 年度 子どもの予防接種について～

25

医療機関名 電話番号 ＢＣＧ ポリオ 三種混合 四種混合 ﾋﾌﾞﾜｸﾁﾝ 肺炎球菌

山下クリニック 487-9001 ○ ○ ○ ○ ○ ○

藤後クリニック 472-1237 ○ ○ ○ ○ ○ ○

井手小児科 473-3211 ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口内科 473-1188 ○ ○ ○ ○ ○ ○

手塚クリニック 472-5565 ○ ○ ○ ○ ○ ○

はまさき耳鼻咽喉科 473-3387 × ○ ○ ○ ○ ○

松下医院 472-1124 × ○ ○ ○ ○ ○

出口医院 472-1538 ○ ○ ○ ○ ○ ○

びろうの樹脳神経外科 477-1212 ○ ○ ○ ○ ○ ○

びろうの樹整形外科 471-6611 ○ ○ ○ ○ ○ ○

石神診療所 474-0107 × × ○ × × ×

みやじクリニック 471-5000 × × ○ ○ × ×

ひろた小児科 471-6111 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陽春堂内科診療所 472-5511 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※  実 施 協 力 医 療 機 関 一 覧

※志布志市外の医療機関で接種を希望される方は、保健課までお問い合わせください。

※�接種の際は必ず予約をし、母子手帳と予診票をお持ちください。母子手帳と予診票がないと接種でき
ませんので、御注意ください。また、予防接種の必要性や副反応、接種スケジュール等については、「予

防接種と子どもの健康」もしくは母子手帳の予防接種のページを参照ください。

特
定
健
診
等
受
診
率
向
上
対
策
事
業

平
成

　年
度
自
治
会
単
位

受
診
率
集
計
結
果

　�

市
で
は
、
自
治
会
毎
に
特
定
健

診
の
受
診
率
を
算
定
し
、
50
％
以

上
の
受
診
率
を
達
成
し
た
自
治
会

に
対
し
、
報
奨
金
を
交
付
す
る
と

し
て
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
受
診
状
況
報
告
書
に

基
づ
い
た
自
治
会
毎
の
受
診
率
の

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●�

Ａ
ラ
ン
ク
【
受
診
率
70
％
以

上
】
…
１
５
５
自
治
会
（
全
体

の
50
・
96
％
）

●�

Ｂ
ラ
ン
ク
【
受
診
率
60
％
以
上

70
％
未
満
】
…
76
自
治
会
（
全

体
の
18
・
02
％
）

●�

Ｃ
ラ
ン
ク
【
受
診
率
50
％
以
上

60
％
未
満
】
…
94
自
治
会
（
全

体
の
25
・
52
％
）

●�

Ｄ
ラ
ン
ク
【
受
診
率
50
％
以

下
】
…
64
自
治
会
（
全
体
の
５
・

50
％
）

　

本
事
業
は
、
平

成
25
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す

の
で
、
受
診
率
向

上
に
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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健
康
し
ぶ
し
21
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
指
針
や
目
標
を
定
め
た
「
健
康

し
ぶ
し
21
」
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
、
志
布
志
の
健
康
増
進

計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
「
す
て
き
な
笑
顔
あ

ふ
れ
る
仲
間
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
」
を

基
本
理
念
と
し
、
次
の
３
つ
の
視
点

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

●
自
助
「
毎
日
笑
顔
で
過
ご
す
」

●�

共
助
「
思
い
や
り
の
輪
を
広
げ
て

い
く
」

●�

公
助
「
元
気
で
明
る
く
活
気
の
あ

る
ま
ち
」

　

従
来
の
健
康
づ
く
り
は
、
病
気
に

な
ら
な
い
た
め
の
知
識
や
技
術
を
提

供
し
、
あ
と
は
個
人
の
努
力
に
任
せ

る
な
ど
、
主
に
個
人
の
問
題
と
し
て

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

健
康
は
周
り
の
環
境
に
も
大
き
く
影

響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
近
年

は
、
従
来
の
活
動
に
加
え
「
健
康
づ

く
り
」
を
進
め
や
す
い
支
援
環
境
を

み
ん
な
で
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
、

「
健
康
し
ぶ
し
21
」
は

●�
栄
養
・
食
生
活

●�
身
体
活
動
・
運
動

●�

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

●�

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル

●�

歯
の
健
康

●�

生
活
習
慣
病

の
６
領
域
に
つ
い
て
、
市
民
が
健
康

づ
く
り
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。

中
間
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

　　

平
成
24
年
度
は
、
こ
の
計
画
が
目

標
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を

評
価
す
る
、
中
間
評
価
の
年
に
あ
た

り
、
対
象
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。　

　

そ
の
結
果
「
知
識
不
足
」「
関
心

不
足
」「
行
動
に
つ
な
が
ら
な
い
」

と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

中
間
評
価
の
一
部
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

２
年
後
に
最
終
評
価
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
市
民
の
方
々
に
「
健
康
し

ぶ
し
21
」に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

健
康
づ
く
り
を
自
分
の
事
と
し
て
考

え
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

来
月
号
か
ら
６
つ
の
領
域
に
つ
い

て
詳
し
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

指　標 対　象
計画策定 現状 目　標

評価
平成 21 年度 平成 24 年度 平成 26 年度

肥満の人の割合
一般

小学４年生
中学３年生

21.5%
 8.7%
 7.6%

23.3%
13.6%
8.1%

15% 以下
5% 以下
5% 以下

△
△
△

運動や食生活等の
生活習慣の改善に

関心がある人

一般男性
一般女性

78.8%
87.7%

75.2%
84.0%

90%
95%

△
△

朝食を食べない

一般
５歳児

小学４年生
中学３年生

8.3%
1.2%
0.9%
3.4%

6.4%
0.9%
0.6%
0.0%

5% 以下
0%
0%
0%

◎
◎
◎

達成

ほとんど毎日
ジュース類を飲む

小学４年生
中学３年

13.9%
22.9%

14.9%
17.1%

 5% 以下
10% 以下

△
○

運動の大切さを
知っている

一般 98.3% 98.1% 100% △

普段から意識的に
体を動かすことを

心がけている

一般男性
一般女性

71.2%
68.1%

61.5%
63.0%

80%
75%

△
△

2013.4 ■市報しぶし　20



Shibushi Brands

 ◆日本一を目指す「８つのグループ」　具体的な内容と平成 25 年度の目標を紹介します！
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志
布

志
ブ

ラ
ン

ド

Pick Up! New Shibushi Brands
もっと知りたい！「志布志のブランド」

　

市
で
は
、
地
域
が
活
性
化
し
た

り
、
市
民
の
所
得
が
向
上
す
る
よ

う
に
、
ま
た
、
結
果
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
地
域
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
企
画
政
策
課
内
に
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
で
は
、
産

品
の
販
路
拡
大
、
観
光
業
の
発
展

の
基
礎
づ
く
り
な
ど
の
た
め
に
、

志
布
志
の
市
内
外
に
対
し
て
、
志

布
志
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
24
年
に
設
立
さ
れ

た
「
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
で
は
、い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
者
」

の
視
点
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
９

名
を
含
む
19
名
で
志
布
志
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
向
け
て
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
内
に
健
康
づ
く

り
や
環
境
政
策
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
日
本
一
の
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
に
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

《 

志
布
志
に
し
か
な
い
素
晴
ら

し
さ
を
発
信
す
る
こ
と
》　

　

そ
れ
が
志
布
志
「
ブ
ラ
ン
ド
推

進
」
活
動
で
す
。

志
布
志
「
ブ
ラ
ン
ド
推
進
」

活
動
を
ご
存
知
で
す
か
？

◆ 志布志のブランド価値とは、『志布志の素晴らしさ』であり、その『志布志の素晴らしさが伝わること』がとて
も重要です。志布志の素晴らしさが当たり前になってしまっている市民の方に再認識していただくこと、市外の
方に知っていただくことで、いろんな年齢層、業種、職種の方々に、志布志のことをもっと知りたい、もっと関
わりたいと思っていただきたいと考えています。

★健康づくりグループ
●�特定健診受診率向上対策の検証と受診率 70％達成に

向けた施策の実施 
● 茶レンジ風邪なし運動の検証と

冬季のインフルエンザ予防対策
の実施

★環境政策グループ
●�水質検査の結果に基づく汚染原因の検証と浄化対策の

検討 
● エコフィード事業に関する採算

性の検証�

★有機減農薬農法グループ
●�インターネットを活用した販路拡大� 
● 土壌分析を活用した環境保全型

農業の推進
�

★ツーリズムグループ
●�志布志市 “ 志 ” ツーリズム協議会の更なる事業展開 
● おもてなし３本柱（思い出づく

り、食、環境整備）の実施事項
の検証と推進 

★認証審査グループ
●�志布志和牛（仮称）の認証・審査基準の検討� 
● その他、認証基準の策定が必要

となる事項に対する検討
�

★豊かな海づくりグループ
●�市民レベルの水保全活動の推進 
● 前川流域における汚染原因の検

証及び対策
●�前川流域における森林環境の保

全対策及び植林樹種の選定

★再生可能エネルギーグループ
●�民間活力を活用した再生可能エネルギーの推進  
● 河川浄化対策を見据えた再生可

能エネルギー導入の検討
�

★ＰＲグループ
●�市ホームページによる情報発信 や You Tube（動画共

有サイト）による市の取り組みの
動画配信 

※アカウント：shibushicity
● イベント等におけるＰＲ活動

　

志
布
志
市
で
活
動
す
る
、
志
布

志
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
す

る
企
業
・
経
営
者
を
対
象
に
、
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
と
、
株
式
会
社
ふ

じ
や
ま
学
校
が
協
働
で
「
こ
こ
ろ

ざ
し
経
営
よ
ろ
ず
相
談
室
」
を
４

月
よ
り
開
設
い
た
し
ま
す
。�

　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
単
な
る
認
知

度
や
売
値
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
作
り
手
」「
運
び
手
」「
売

り
手
」「
買
い
手
」
の
四
方
良
し

の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
循
環
）
を
、
如

何
に
し
て
生
み
出
す
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。�

　

経
営
者
は
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
ト
ッ
プ
で
す
。そ
の
た
め
、

家
族
な
ど
の
身
内
、
社
員
に
は
相

談
し
づ
ら
い
様
々
な
悩
み
を
多
く

抱
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。�

　

そ
ん
な
孤
独
な
境
遇
に
立
た
さ

れ
た
、
悩
み
多
き
経
営
者
の
方
に

向
け
て
、�

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
特
設

「
こ
こ
ろ
ざ
し
経
営
よ
ろ
ず
相
談

室
」
で
は
、
公
認
会
計
士
を
は
じ

め
と
し
て
、
総
合
商
社
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
食
品
メ
ー
カ
ー
大

手
企
業
で
勤
務
経
験
の
あ
る
専
門

家
た
ち
が
、
経
営
に
関
す
る
様
々

な
悩
み
に
対
し
て
、
分
析
、
問
題

点
を
特
定
し
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
具
体
的
な
解
決
策
）
を
ご
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

こ
の
よ
う
な
方
が
対
象
で
す

● 

自
社
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
方

● 

首
都
圏
な
ど
に
製
品
の
サ
ン
プ

リ
ン
グ
、
出
店
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方�

● 

経
営
者
の
や
り
た
い
こ
と
や
ビ

ジ
ョ
ン
が
社
員
に
伝
わ
ら
な

い
、
理
解
さ
れ
な
い
と
感
じ
て

い
る
方 

※�

業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
こ
こ
ろ
ざ
し
経
営
よ
ろ
ず

相
談
室
」
設
置
の
お
知
ら
せ

こころざし経営よろず相談室　運営チーム　　企画政策課ブランド推進室／ふじやま学校

　2010 年に志布志市に設立した、東京大学卒業の専門家による事業経営
コンサルタント集団。志布志市ふるさと大使、志布志ブランド推進協議会
アドバイザーを歴任。昨年出版した書籍「ふじやま学校
の朝礼・終礼」は、Amazon のビジネス書部門の売上で
1位となる。フィジー国の志布志訪問レセプションの企
画、運営。本田市長のブータン王国表敬訪問においても、
調整、アテンダントを担当。

【ふじやま学校】

こころざし経営よろず相談室のご案内 

　相談の基本料金は、90分３万円（税抜）です。
　また、初めての方を対象とした無料説明会を開催しております。５月の無料説明会は、５月２日（木）、
市役所本庁２階会議室（企画政策課隣）で開催いたします。是非お気軽にお越しください。
　こころざし経営よろず相談室のお申込み、お問い合わせについては、企画政策課ブランド推進室までご連
絡ください。相談内容については、お問い合わせの段階から守秘義務を遵守いたします。

■問い合わせ先：企画政策課　ブランド推進室　℡：474-1111（254）

◆ そのために、ブランド推進室では、志布志にしかない素晴らしい自然と、資源ごみリサイクル率日本一を実現し
ている高い志、それらが生み育んだ取り組みや産品の価値を、さまざまな形で伝えていきます。
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文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

白
蓮
の
あ
っ
け
ら
か
ん
と
散
り
終
り�

永
山　

又
生

日
め
く
り
の
一
句
し
み
じ
み
花
の
冷
え�

坪
田　

秀
邑

真
っ
直
ぐ
な
径
ま
っ
す
ぐ
に
春
が
来
る�

吉
田　

十
二

句
座
の
窓
溢
れ
る
ば
か
り
緋
寒
桜�

山
本
せ
つ
子

あ
お
あ
お
と
寒
風
を
ゆ
く
親
鸞
忌�

暉
峻　

康
瑞

立
春
で
す
ふ
っ
と
晩
年
の
深
呼
吸�

肱
岡
ち
か
子

愛
し
さ
よ
枯
れ
ゆ
く
花
に
水
を
差
し�

岩
根　

長
初

も
う
一
人
の
私
に
逢
い
に
春
シ
ョ
ー
ル�

肥
後　

洋
子

秋
思
す
る
佛
三
体
千
年
余�

東
平　

要
一

菜
の
花
の
海
を
渡
っ
て
来
た
初
蝶�

藤
後
む
つ
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

叱が

ら
れ
た
や
隠い

ん
き
ょ居

は
走は

し

い
腕わ

れ
こ
っ
ぼ

白
小
僧�

　
　

木
藤　

富
美

金ぜ
ん

下お

ろ
し
カ
ー
ド
番ば
ん
ご号
を
け
忘わ
す

れ
っ�

　
　

満
留　

ぐ
み

目め
ぐ
す薬
ゆ
ば
温ぬ
っ

め
っ
使つ

こ
た
わ
ぜ
寒さ
ん

さ�

　
　

福
山　

吉
連

家か

ほ宝
ん
壺
偽ち

げ物
ち
鑑か
ん
て定
い
笑わ

れ
が
止や

ん�

　
　

伊
地
知　

孝

考か
ん

げ
な
し
カ
ー
ド
を
使つ

こ
っ
大ふ

て
負お
っ
か債�
　
　

野
村　

三
味

拾ひ

る
た
財ふ

ぞ布
空
じ
ゃ
ち
見み

た
や
藪や

べ
投
げ
っ　
　

新
地　

十
意

ざ
っ
ぺ
ら
っ
描け

た
ご
っ
見み

ゆ
い
ピ
カ
ソ
ん
絵え　
　

末
村　

琢
詩

書か

っ
た
大て

せ儀
貰も

ろ
え
ば
嬉う
れ

し
年
賀
状�

　
　

橋
口　

笑
二

親お
や
こ
と

子
共
め
胃
が
痛い

と
な
っ
た
受
験
前�

　
　

樋
渡
草
団
子

持じ
き
ゅ
う
そ
う

久
走
孫ま
ご

は
に
こ
に
こ
尻げ

つ
走は
し

っ　
　
　
　
　
　

竹
之
内
ぬ
か
ご

若わ

け
つ
も
い
ギ
ャ
ル
語
を
遣つ

こ
っ
舌べ
ろ

を
噛か

ん　
　

今
村
千
代
子

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

田
を
打
て
る
所
作
に
始
ま
る
春
祭
り�

本
村　

湧
水

鳥
帰
る
無
事
を
祈
り
て
見
送
り
ぬ�

飯
野
澄
美
子

絶
え
間
な
く
人
訪
れ
る
種
物
屋�

坂
本　

順
子

花
び
ら
の
上
に
微
笑
む
女
雛
か
な�

春
日　

ふ
く

い
に
し
へ
の
戦
は
知
ら
ず
初
櫻�

鮫
島　

容
子

一
万
歩
誰
に
も
会
は
ぬ
寒
さ
か
な�

坂
元　

幸
子

如
月
の
舞
台
に
鬼
の
す
す
り
泣
き�

本
村
多
可
子

猫
柳
一
週
間
は
ま
た
た
く
ま�

川
畑　

充
子

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

久
し
ぶ
り
古
き
歌
集
の
な
つ
か
し
き
二
人
の
嫁
と
の
韓
国
の
旅�

畑
山
み
つ
き

転
ね
の
夢
に
起
こ
さ
る
母
の
顔
毛
布
を
着
せ
て
消
え
て
ゆ
き
た
り�

福
元　
　

忍

米
寿
に
て
最
後
の
孫
の
華
燭
典
神
戸
の
殿
堂
万
感
迫
る�

徳
田　

将
人

沈
む
陽
に
手
を
か
ざ
し
つ
つ
火
の
島
の
火
山
灰
に
追
は
れ
て
裾
野
を
急
ぐ�

矢
野　

む
つ

大
正
の
大
噴
火
よ
り
百
年
の
不
気
味
な
節
目
の
重
な
る
爆
発�

野
口　
　

嵐

咲
き
満
ち
る
紅
梅
散
ら
す
風
立
ち
て
歩
道
に
散
り
敷
く
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん�

澤
津
川
頼
子

酷
寒
の
菜
園
目
指
し
ひ
よ
ど
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
つ
い
ば
む
必
死
の
番�

萩　
　

幸
子

く
し
ゃ
み
し
て
手
を
の
ば
し
た
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
こ
こ
に
も
短
歌
の
走
り
書
き
あ
り�

木
下
マ
キ
子

こ
の
様
は
エ
ゴ
社
会
の
縮
図
な
り
教
訓
を
学
び
未
来
拓
こ
う�

大
原　
　

繁

ゆ
る
や
か
に
風
吹
き
あ
げ
る
山
里
に
笛
太
鼓
の
音
田
の
神
は
舞
う�

水
上
カ
ズ
エ
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「
基
礎

・
基
本

」
定
着
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　平成 25 年１月、県内のすべての小学５年生、中学１年生、中学２年生を対象に、「基礎・基本」定着度調査
が行われました。表１は、志布志市の児童・生徒と鹿児島県全体の通過率（問題に対して正解した児童生徒の割合）
を比較したものです。

◆表１　教科ごとの通過率（％）の比較
学　年 分　　類 国　語 社　会 算数・数学 理　科 英　語

小５ 志布志市平均 ７０．０ ７２．４ ７２．０ ６８．５
＊＊＊

( 現小６) 県平均 ７１．９ ７５．９ ７４．６ ７２．５
中１ 志布志市平均 ６５．０ ６４．９ ６８．０ ５８．０ ７７．０

( 現中２) 県平均 ６９．０ ６９．７ ７２．１ ６１．３ ８０．６
中２ 志布志市平均 ６９．９ ６２．２ ５９．９ ５８．５ ６６．９

( 現中３) 県平均 ７２．０ ６６．７ ６４．７ ６２．９ ７１．６

　本調査の結果は、あくまでも児童生徒の学力の一部を示したものではありますが、今回の調査では、小・中
学校ともすべての教科で県の通過率を下回るという結果となりました。

　表２は、中学２年生（現中学３年生）の、小５、中１、中２の本調査における、県全体との通過率の差の変
化を表したものです。

◆表２　志布志市の中学２年生（現３年生）の県との通過率（％）の差の変化
調査学年と調査年度 国　語 社　会 算数・数学 理　科 英　語

小５時の調査（平成 21 年度） －１．６   ２．１   １．９   １．７ ＊＊＊

中１時の調査（平成 23 年度） －２．７ －０．９ －２．５ －２．４ －３．６

中２時の調査（平成 24 年度） －２．１ －４．５ －４．８ －４．４ －４．７

　表２から、特に、社会、算数・数学、理科については、学年が上がるにつれて、県との差がだんだん開いていっ
ていることが分かります。これらの分析結果から、これまで以上に児童生徒の学力向上に力を入れていくこと
が必要です。そこで、次のようなことを中心に、学力向上のための取組を推進していきます。

学　校　で　は
●「 確かな学力」を育むため、

毎日の授業の充実を図る。
　・「完結する授業」
　・「定着する授業」
　・「自己解決のある授業」

● 授業と連結した家庭学習の充
実を図る。

● 基本的な学習のしつけの徹底
を図る。

● 校内研修を充実させ、学校の
課題解決と教員の指導力向上
を図る。

● 学力向上のための小中連携の
充実を図る。

家　庭　で　は
●「 早起き・早寝・朝ご飯」の

徹底を図り、基本的な生活
習慣を確立する。

● 家庭学習「60・90（※１）運動」
　に取り組み、家庭での学習
　時間を確実に確保する。

　・「家庭学習」の習慣化
　・「音読」の徹底
　・保護者の見届け（小学生）
　・「ノーＴＶデー」の設定

（※１： 県教育委員会で展開する、学力
向上に向けた取組。小学校では
60 分間、中学校では 90 分間の家
庭学習時間を目安とする運動）

教育委員会では
● 学力向上のための研修会を開

催し、教師の指導力の向上を
図る。

　・学力向上推進協議会
　・技能講座　等

● 学校における研究授業での指
導・助言を通して、授業の改
善と教師の指導力向上のため
の支援を行う。

● 学 校 管 理 職 研 修 会 等 に お い
て、学力向上のための具体的
実践例等の情報提供を行う。

平成 24 年度「基礎・基本」定着度調査の結果について

〜教育委員会からお知らせします〜
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志
布
志
小
学
校
近
く
の
横
断
歩
道

に
は
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
毎
朝
響

い
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
を
営
む
幸
弘
さ
ん

（
65
）
は
今
か
ら
6
年
前
、
お
孫
さ

ん
の
小
学
校
入
学
と
同
時
に
朝
の
交

通
安
全
活
動
を
始
め
ま
し
た
。「
志

布
志
小
近
辺
は
道
幅
が
狭
い
割
に
は

交
通
量
が
多
い
。
歩
い
て
学
校
に
通

う
孫
の
こ
と
が
心
配
で
始
め
た
だ
け

で
、
そ
ん
な
に
立
派
な
も
の
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
尾
上
さ

ん
。
そ
れ
で
も
今
で
は
、
毎
朝
言
葉

を
交
わ
す
子
ど
も
達
に
元
気
を
も
ら

い
、
ご
自
分
の
楽
し
み
の
1
つ
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
事
故
は
や
っ
ぱ
り
怖
い
。
被
害

者
も
加
害
者
も
失
う
も
の
が
大
き
す

ぎ
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
の
世
代
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
加
害
者
に
な
っ
て

欲
し
く
な
い
し
、
孫
の
世
代
の
子
ど

も
達
に
被
害
者
に
な
っ
て
欲
し
く
な

い
。
地
域
の
た
め
に
役
に
立
て
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
、
お
手
伝
い

さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
」

　

地
域
で
商
売
を
始
め
て
、
人
と
人

と
の
「
縁
」
に
助
け
ら
れ
る
日
々
。

朝
の
何
気
な
い
1
コ
マ
も「
縁
」あ
っ

て
の
こ
と
な
の
で
、
皆
が
気
持
ち
よ

く
、
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年２月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 1412【-16】20【+11】1660【-25】

志布志市 18【-9】 ２【+2】 19【-15】

志布志地区 14 １ 15

有明地区 3 ０ 4

松山地区 1 1 ０

※【　】は昨年比　

車に気を付けて、横断歩道を渡ります！

交通事故防止は皆さんが主役です

　

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）

加
入
者
の
た
め
の
、
こ
ん
な
時
ど

う
す
る
Ｑ
＆
Ａ　

Ｑ
． 

将
来
、
受
け
取
る
年
金
を
増
や

し
た
い
の
で
す
が
、
な
に
か
い
い

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
お
よ
び
任
意

加
入
被
保
険
者
）
の
方
は
、
ご
希
望

に
よ
り
利
用
で
き
ま
す
。

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険

料
（
１
か
月
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス

し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
付
加
年
金
（
年
間
受
取
額
）
の
計
算
式

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　

例
え
ば

●
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
め
た
場
合

　

４
０
０
円
×
10
年
（
１
２
０
月
）

　
　

＝
４
万
８
０
０
０
円
（
納
付
額
）

●�

受
給
権
が
あ
り
、
65
歳
に
な
っ
た
ら

１
年
間
に
受
け
取
る
付
加
年
金
額

　

２
０
０
円
×
10
年
（
１
２
０
月
）

　
　
　

＝
２
万
４
０
０
０
円
（
年
額
）

※ 
年
金
を
２
年
間
受
け
取
る
と
納
め

た
分
を
取
り
戻
し
、
３
年
目
以
降

は
「
も
ら
い
得
」
に
な
る
大
変
お

得
な
制
度
で
す
。

※ 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
． 

国
民
年
金
保
険
料
を
５
年
前
か
ら

納
め
て
い
ま
せ
ん
。
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
後
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２

年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24
年
10
月
か

ら
平
成
27
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
額
の
増
額
や
受
給
資
格
期

間
（
25
年
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
後
納
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

●�

後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場

合
は
、
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う

ち
最
も
古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●�

過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料

に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。

●�

一
部
免
除
（
４
分
の
１
免
除
、
半

額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）
さ
れ

た
期
間
の
う
ち
、
未
納
と
な
っ
て

い
る
期
間
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

我
が
国
で
は
、
年
間
１
８
０
０
万

ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
（
平
成
21
年
度
推
計
）。
こ

の
う
ち
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ

れ
る
食
品
、い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」

は
年
間
約
５
０
０
万
～
８
０
０
万
ト

ン
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、（
こ
の
う

ち
約
半
分
は
一
般
家
庭
か
ら
の
も
の

で
す
）
こ
れ
は
我
が
国
の
米
の
年
間

収
穫
量
で
あ
る
約
８
１
３
万
ト
ン
に

匹
敵
す
る
量
で
す
。

※�

家
庭
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
食

品
ロ
ス
量
は
、
１
年
間
で
約
15
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
約
60
回
分
の
食
事

に
相
当
し
ま
す
。

◆
賞
味
期
限
を
正
し
く
理
解
す
る

　
「
賞
味
期
限
」
は
『
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
の
で
き
る
期
限
』
で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
廃
棄
せ

ず
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

◆
買
い
物
は
必
要
に
応
じ
て

　

必
要
な
時
に
、
必
要
な
量
だ
け
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
調
理
で
作
り
す
ぎ
な
い
・
余
っ
た

　

ら
作
り
か
え
る

　

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
他

の
料
理
に
作
り
か
え
る
な
ど
、
献
立

や
調
理
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

消
費
者
庁
「
食
べ
も
の
の
ム
ダ
を
な

く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
抜
粋

　

消
費
者
庁
で
は
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
向
け
た
情
報
発
信
を
強
化
す
る

た
め
、「
食
べ
も
の
の
ム
ダ
を
な
く

そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。

★�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：�http://w

w
w.caa.

go.jp/adjustm
ents/index_9.htm

l�

お
知
ら
せ

◆
巡
回
消
費
生
活
相
談
の
日
程

●
４
月
16
日

　

志
布
志
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
５
月
15
日

　

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
15
時

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.25
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

　

市
で
は
、
市
民
が
輝
く
「
共
生
・
協

働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
市
民
団
体
、
自
治
会
等
が
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
自
主
的
・
継
続
的
に

取
り
組
む
公
益
的
な
事
業
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・
自
立

モ
デ
ル
事
業

　　

本
来
行
政
が
行
う
べ
き
事
業
を
、
市

民
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
効
果
的
で
効
率
的
な
事
業
展
開
が

見
込
ま
れ
る
、
特
に
公
共
性
の
高
い
事

業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●�

交
付
額
：
事
業
費
を
助
成
す
る
。

　
（
限
度
額
50
万
円
）

●
条
件
：
10
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

● 

決
定
：
審
査
会
を
開
催
し
、
採
択
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。

共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り

担
い
手
育
成
事
業

　　

共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
と
な
り
う
る
、
市
民
グ
ル
ー

プ
の
育
成
を
目
的
と
し
、
一
過
性
の
事

業
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
事
業
展
開
を

通
じ
、
継
続
し
て
志
布
志
市
に
定
着
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
公
益
性
の
あ
る

事
業
を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

①
新
規
事
業
部
門（
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
）

●�

交
付
額
：
同
団
体
、
同
事
業
２
回
ま

で
申
請
で
き
、
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
を
助
成
（
限
度
額
10
万
円
、

２
回
目
は
５
万
円
。
農
林
産
加
工
・

販
売
場
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
50
万

円
で
、
１
回
限
り
助
成
）。

●
条
件
：
５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

②
継
続
・
発
展
部
門（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
部
門
）

●�

交
付
額
：
同
団
体
、
同
事
業
１
回
ま

で
申
請
で
き
、３
分
の
２
を
助
成（
限

度
額
10
万
円
。
農
林
産
加
工
・
販
売

場
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
50
万
円
）

●�

条
件
：
５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
行
う
、
５
年
以
上
継
続
し
て
い
る

事
業

※ 

両
事
業
と
も
、
人
件
費
、
食
糧
費
、

団
体
の
経
常
的
な
運
営
維
持
管
理
費

な
ど
は
、補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・

自
立
モ
デ
ル
事
業
は
、
事
業
実
施
に

直
接
必
要
な
者
に
係
る
人
件
費
の
う

ち
、
補
助
対
象
経
費
の
総
額
の
４
分

の
１
ま
で
は
補
助
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
右
記
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
・
２
５
７
）

共
生
・
協
働
・
自
立
推
進
事
業
を
募
集
し
ま
す
！

幸
弘
さ
ん
（
65
）

　

志
布
志
小
近
く
で
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

お
の
う
え
を
営
む
。
毎
朝
明
る
く
声

を
掛
け
る
幸
弘
さ
ん
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

● 昨年度 1 年間は、安全対策に取り組む地元企業を
ご紹介しました。今年度は地域で交通安全活動を
されている方にスポットを当て、ご紹介します。

あ
な
た
も
１
年
で　

 

食
分
の
食
べ
も
の
を
ム
ダ
に
し
て
い
る
か
も

60

！？

大
切
な
の
は
、
一
人
一
人
が

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
意
識

し
て
、
日
頃
の
生
活
を
見
直

す
こ
と
で
す
。



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

彰 さん  (有明町倉)  24 歳

職業 ： 農業

趣味 ： 釣り、ドライブ、映画鑑賞、バドミントン

理想の異性 ： 一緒にいて楽しい人

休日の過ごし方 ： ドライブ、洗車、音楽鑑賞

今のお仕事はどうですか？ ： 大変な面もありま

すが、季節を感じられる、楽しい仕事です！

友人から一言 ( 肝付さん ) ： 何よりも仕事！の

真面目なお兄さん。スベる冗談は程々に…。早く

お嫁さんをもらえるといいね！

　巖  さん（88 歳）
　　　　　サチ さん（86 歳）　　（有明町）

　今回は有明町の 巖さんとサチさんのご夫婦にお話を伺い
ました。

　終始楽しく、笑顔でお話をしてくださった巖さんは有明町で
お生まれになり、お父様が始められた茶工場を受け継がれました。

着実に軌道に乗った茶工場は、現在は息子さんが受け継ぎ、お孫
さんもその 4 代目としてお仕事に励んでいらっしゃいます。さらに

お孫さんにお子さんが生まれたことで、5 代目の期待が大きく膨ら
んでいらっしゃるようです。「子どもが 4 人に孫が 8 人、ひ孫が 8 人。

みんな私たち夫婦のことを気にかけてくれる。特に隣に息子が住んでい
ることで安心して暮らせています。息子の嫁さんは気兼ねなく訪れてく
れる日本一のお嫁さん。とてもありがたいことですよ。こういう家族を
持てたことが、本当に幸せです」と話してくださいました。
　以前骨折し入院されてから、毎日朝夕欠かさず散歩をするようになっ
た巖さん。料理に洗濯など、家事にも積極的にチャレンジされていて、
サチさんと笑顔で支えあって生活されている、素敵なご夫婦でした。

市
民
の
広
場
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（No.088/2013-4）

　今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト は、
お便りをくださった方の中か
ら抽選で、ひまわり券 5 枚と
hair and make exclusive green

（ グ リ ー ン ） か ら「 サ ロ ン メ
ニュー 20％ OFF チケット」を
５人の方にプレゼントします。

年齢に合わせた運動を欠かさない巖さん。
続けることの大切さを教えてくださいました。

読者プレゼント

心
こ こ あ

愛ちゃん（４歳）

來
く れ あ

愛ちゃん（１歳）

（志布志町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　 公 園 で 遊 ぶ こ と が 大 好 き な

新。最近は自転車に乗れるよう

になって、ますます楽しそうで

す。新の笑顔が、家族みんなの

元気の源！これからも元気いっ

ぱい大きく育ってね。

新
あらた

 ちゃん（５歳）

（松山町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　妹が大好きなここちゃん。

　ワンパクなくぅちゃん。

　これからも、たくさん食べて

大きくなってね。

尚
なお

 ちゃん（７か月）

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　 寝 返 り が と っ て も 上 手 な 尚。

最 近 は 家 中 ゴ ロ ゴ ロ 動 き 回 り、

とにかく元気な女の子です。

　よく食べ、よく寝て、よく笑

う、そんな尚は私たちの大切な

宝物です。



★アンケート★【４月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

あ
り
が
と
う

　

松
山
町
交
通
安
全
母
の
会
は
毎
年
、

松
山
町
の
各
小
学
校
へ
入
学
式
の
と
き

に
交
通
安
全
を
願
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
人

形
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
今
年
卒
業
し
た

児
童
の
中
で
、
小
学
校
の
優
里
さ
ん
と

小
学
校
の
愛
華
さ
ん
が
6
年
間
そ
の
マ

ス
コ
ッ
ト
を
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
て
学

校
に
通
っ
て
く
れ
た
と
聞
き
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
へ
行
っ
て
も
交
通
安
全
に
は

気
を
付
け
て
、
楽
し
い
中
学
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
松
山
町
交
通
安
全
母
の
会　

一
同
）

　

▼

　

交
通
安
全
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
6
年
間
大
事
に
し

て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
感
激
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
素
敵
な
活

動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
完
走
！

　

今
年
初
め
て
家
族
3
人
で
参
加
し
ま

し
た
。
知
的
障
が
い
を
も
っ
た
次
男
は

何
度
も
止
ま
り
ま
し
た
が
、
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
走
行
で
3
人
同
時
に
ゴ
ー

ル
！
次
男
の
通
う
施
設
の
方
も
多
数
参

加
さ
れ
て
い
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
！
何

よ
り
の
励
み
に
な
り
充
実
感
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
来
年
も
走
り
ま
す
！

（
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ　

女
50
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方

は
皆
さ
ん
、
本
当
に
清
々
し
い
表
情

で
ゴ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
達

成
感
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん

な
競
技
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
が
走

る
こ
と
の
虜
に
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
ま
た
来
年
も
ご
家
族
で

参
加
さ
れ
て
、
早
春
の
志
布
志
を
堪

能
し
て
く
だ
さ
い
！

志
布
志
に
来
て
良
か
っ
た

　

主
人
に
初
め
て
逢
い
、
志
布
志
に
来

て
丸
10
年
。
還
暦
も
過
ぎ
た
私
は
「
こ

の
人
の
た
め
に
。
私
で
良
か
っ
た
ら
」

と
考
え
志
布
志
に
来
ま
し
た
。
生
涯
学

習
や
創
年
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
シ
ル

バ
ー
の
仕
事
な
ど
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
が
楽
し
く
、
志
布
志
に
来
て

良
か
っ
た
と
迷
わ
ず
思
え
る
日
々
。
こ

れ
か
ら
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
周
り
の

人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
シ
ル
バ
ー
の
お
ば
さ
ん　

女
70
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
、
こ
ち
ら
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、一
言
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます（お便りが多数の場合には
担 当 に て 選 考 の う え 掲 載 し ま
す）。個別の回答はいたしません
ので、ご了承ください。
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 市の人口　２月 28 日現在
人　口 33,717 人  （▲７）
男　性 15,929 人  （▲１）
女　性 17,788 人  （▲６）
転　入 83 人 　転　出 　74 人
出　生 22 人 　死　亡 　38 人
世帯数 15,843 戸  （▲７）

志布志港　平成 25 年２月分

　①入港隻数　53 隻（日本 0、外国 53）
　②輸出 107 億 44 百万円
　③輸入 122 億 79 百万円

資料　鹿児島税関支署

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成25年１月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２７７，７４６，３６８円
１  月  末  国  保  加  入  者  数 １０，５６３人
1人 当 た り 医 療 費（ 医 療 費 総 額
を 加 入 者 数 で 除 し た も の で す ） ２６，２９４円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市 （ 国 保 ） 負 担 額 ２２，２６８円

個 人 負 担 額 ４，０２７円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関等で診療
したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。医療費総額の約
85.4％を市（国保）が負担しています。

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　　今月の納税　　　　納付期限　４月 30 日（火）　口座振替日　４月 25 日（木）
　　　   口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　　　   国民健康保険税（１期）　　介護保険料（１期）　　後期高齢者医療保険料（１期）
※【納税証明等の交付について】金融機関等で納付してから市役所で納付確認ができるまで、約１週間程度かかる
場合があります。納付後、早急に納税証明等が必要な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求してくださいますよ
うお願いします。

ストップ滞納
■ 問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

ス
ト
ッ
プ
滞
納

・
税
情
報

平成24年度 滞納処分等実施状況について
　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正な滞納処分を実施し、
滞納税額の圧縮を図ってまいります。
◆年度別の差押件数について

年　度 差押を実施
した人数

内　訳
給　与 預貯金 不動産 動　産 債　権

H22 178 人 42 人 40 人 59 人 2 人 35 人
H23 206 人 29 人 75 人 48 人 2 人 52 人
H24

（H24.4 月～
H25.3 月末現在）

176 人 22 人 57 人 44 人 6 人 47 人

　※ 生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、やむなくあなた
の財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10
日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなければならない」と定められています）

固定資産税の縦覧及び閲覧制度について
【
縦
覧
制
度
】

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
等
が

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
市
内
の
他
の

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
見
る
こ
と

で
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

◆�

縦
覧
期
間
：
４
月
１
日
（
月
）
～

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日

曜
・
祝
日
等
の
閉
庁
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆�

縦
覧
場
所
：
本
庁
税
務
課
、
志
布

志
支
所
市
民
税
務
課
、
松
山
支
所

市
民
課

※�

内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
お
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
手
数
料
：
無
料

◆
縦
覧
で
き
る
方
：

●�

土
地
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
義
務

者
（
免
税
点
以
下
の
人
を
除
く
）

●
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

●
納
税
管
理
人
及
び
相
続
人
代
表
者

◆
縦
覧
で
き
る
内
容
：

●�

土
地
…
土
地
所
在
地
番
、
課
税
地

目
、
課
税
地
積
、
評
価
額

●�

家
屋
…
家
屋
番
号
、
所
在
地
、
用

途
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額

◆�

お
持
ち
い
た
だ
く
物
：
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
書
類

【
閲
覧
制
度
】

　

閲
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
等
が

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

◆ 

閲
覧
期
間
：
通
年
（
土
・
日
曜
・

祝
日
等
の
閉
庁
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆ 

閲
覧
場
所
：
本
庁
税
務
課
、
志
布

志
支
所
市
民
税
務
課
、
松
山
支
所

市
民
課

※�

内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
お
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
手
数
料
：
１
件
２
０
０
円

　

�【
平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）
～

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
は
無
料
】

◆
閲
覧
で
き
る
方
：

●
納
税
義
務
者

●
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族　

●
納
税
管
理
人
及
び
相
続
人
代
表
者

◆
閲
覧
で
き
る
内
容
：

　

所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲

　

覧
で
き
ま
す
。

◆�

お
持
ち
い
た
だ
く
物
：
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
書
類
。
法
人
の

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

本
庁�

税
務
課�

固
定
資
産
税
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
（
１
５
４
・
１
５
５
・
１
５
６
）
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志
布
志
市
で
は
、「
伝
統
」
を
継
承
し
な
が

ら
「
新
し
い
ま
ち
お
こ
し
」
も
躍
動
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
年
内
に
行
わ
れ
る
予
定
の
イ
ベ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ

い
の
輪
が
協
奏
す
る
志
布
志
市
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
お
釈
迦
ま
つ
り

　

江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
釈
迦
降
誕
を

祝
う
伝
統
行
事
。
花
嫁
を
乗
せ
た
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
馬
や
踊
り
連
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
多
く

の
市
民
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
県
内
屈
指
の

大
祭
で
す
。
ま

た
、
宝
満
寺
境

内
に
あ
る
仏
像

に
甘
茶
を
か
け

て
洗
い
清
め
る

習
わ
し
が
あ
り
、

年
の
数
だ
け
か

け
て
一
年
の
無

病
息
災
を
願
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
29
日
開
催
）

◆
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り　

　　

毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
夏
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
。
志
布
志
港
を
鮮
や
か

に
彩
る
約
１
万
発
も
の
花
火
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
７
月
第
４
日
曜
日
開
催
）

◆
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩

「
秋
の
陣
ま
つ
り
」

　

平
成
元
年
か

ら
、
地
域
の
若
者

た
ち
が
行
っ
て
い

る
手
作
り
の
祭
り

で
、
期
間
中
し
か

見
る
こ
と
が
で
き

な
い
「
幻
の
一
夜

城
」
が
現
れ
ま
す
。
本
祭
は
、
別
名
「
只た

だ

ま
つ

り
」
と
呼
ば
れ
、
迫
力
あ
る
奉
納
武
者
行
列
で

幕
を
開
け
、
藩
主
の
号
令
で
野
菜
や
さ
む
ら
い

鍋
な
ど
の
振
る
舞
い
が
始
ま
り
ま
す
。

（
11
月
第
２
土
・
日
曜
日
）

◆
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ
有
明

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
地
産
地
消
の
安
心
安

全
な
農
産
物
等
の
直
売
や
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た

料
理
の
販
売
、
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
の

紹
介
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選
会
な
ど
、
内
容
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
（
12
月
第
１
日
曜
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
市　

企
画
政
策
課

　

℡
：
０
９
9
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

　

都
城
市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
で
形

成
す
る「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。こ
の
圏

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力
を
、

各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま

す
。最
終
回
は
、志
布
志
市
を
紹
介
し
ま
す
。

シャンシャン馬

秋の陣まつり

12

見
て

知
っ
て

定
住

自
立

圏
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こ
こ

ろざしあふれるま
ち

４ ・ 24
しぶしの日

「志」 記念講演会
テーマ：私の相撲人生

講  師：錣
しころやま

山 矩
つ ね ゆ き

幸 さん（元関脇　寺尾）

　志布志市では、4 月 24 日を「しぶしの日」として記念日に制定し、「志のまち」を宣

言しました。「志のあふれるまちづくり」を推進していくために、毎年 4月 24 日に「志」

のあふれる講演会を開催しています。今年は、「私の相撲人生」をテーマに、元関脇の錣

山�矩幸さんにお話していただきます。笑いと感動あふれる熱い講演にご期待ください！

お笑い PR 大使の『ビュー
テ ィ ー メ ー カ ー』 も 登
場！

◆オープニング：中学生の「100 文字の志」発表 他

●期日：平成 25 年 4 月 24 日（水）
●場所：志布志市文化会館
●時間：午後６時 00 分開場：午後６時 30 分開演
●入場無料 
　（定員を超えますと入場できない場合がありますので、
  　予めご了承ください）

■問い合わせ先　志布志市企画政策課　℡：474-1111（252）
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建設課からのおしらせです

水道課からのおしらせです

■問い合わせ先： 本庁 福祉課 社会福祉係　474-1111（160）

平成 24 年度　給水停止処分実施状況について

■ 給水停止を実施した人数　117 人（平成 24 年４月～平成 25 年３月末）

■問い合わせ先
　・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（内線 431）　　・志布志支所産業建設課　   ℡ 472-1111（内線 412）
　・松山支所産業建設課　　　℡ 487-2111（内線 232）　　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547
　・曽於東部土地改良区　　    ℡ 487-2986　　　　　　　   ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471-0171

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

甘
藷
等
作
物
の
植
え
付
け
の

時
期
で
す
！

畑
か
ん
（
畑
地
か
ん
が
い
）
水
利

用
に
よ
る
効
果
等

●�

雨
待
ち
農
業
で
は
な
く
、
定
期

的
な
播
種
、植
付
け
が
で
き
る
。

●
発
芽
や
活
着
が
良
く
な
る
。

●�

適
時
な
か
ん
水
に
よ
り
、
収
量

や
品
質
が
向
上
す
る
。

●�

走
行
式
散
水
器
具
や
定
流
量
停

止
弁
使
用
に
よ
り
、
省
力
化
、

効
率
化
が
図
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
畑

作
経
営
の
改
善
・
合
理
化
を
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
畑
か

ん
の
水
を
使
っ
て
、
作
物
も
経
営

も
潤
い
あ
る
農
業
を
実
践
し
て
く

だ
さ
い
。

　

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
区
域
内

で
、
レ
イ
ン
ガ
ン
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
、
噴
射
ホ
ー
ス
、
ロ
ー
ル

カ
ー
、
リ
ー
ル
マ
シ
ン
等
の
散
水

器
具
を
設
置
さ
れ
る
場
合
、
曽
於

南
部
及
び
第
三
曽
於
南
部
地
区
は

県
営
事
業
実
施
期
間
中
で
あ
れ
ば

20
・
25
％
の
自
己
負
担
額
で
設
置

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
曽
於
東
部
地
区
に
お
き

ま
し
て
は
、
有
料
に
よ
る
機
材
の

貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

曽
於
東
部
土
地
改
良
区
に
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

畑
か
ん
事
業
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
お
気
軽
に
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農政課からのおしらせです

福祉課からのおしらせです

あなたのお住まいは安全ですか！
　県内では、集中豪雨や台風等により、多数の土砂災害
が発生しています。
　がけ地の崩壊等の恐れがある
土地に建っている危険な住宅の
移転を促進するため、その移転
に要する費用の一部を補助して
います。（最大 786 万円）
※ 「がけ地近接等危険住宅移転事業」とは、がけ地の崩

壊等により、住民の生命に危険を及ぼすおそれのある
土地に建っている危険住宅を安全な場所に移転するた
め、国と県及び市町村が移転者に危険住宅の除却等に
要する費用と新たに建設又は購入する住宅に要する経
費に対して補助金を交付する制度です。

◆補助の内容は
●危険住宅の撤去及び移転に要する費用　
　限度額　78 万円
● 危険住宅に代わる住宅の建設（購入）、土地取得、敷

地造成のために金融機関から融資を受けた場合の借入
金の利子相当額　

　限度額：708 万円

◆対象となる住宅は
●上図のような土地に建っている危険住宅で
　①昭和 46 年 8 月 31 日以前に建築されたもの
　② 昭和 46 年 9 月 1 日以降に建築され、特定行政庁か

ら是正勧告を受けたもの
● 災害危険区域内に建っている危険住宅で、上記①、②

に該当するもの
●県が指定した土砂災害特別警戒区域にある危険住宅
※ その他詳細につきましては下記までお問い合わせくだ

さい。
■問い合わせ先
　市役所建設課建築係：℡ 474-1111（内線 454）

30 度以上30 度以上

2ｍ以上

がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内
がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内

がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内
がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内

給
水
停
止
に
つ
い
て

◆�

納
入
期
限
か
ら
２
か
月
以

上
、
水
道
料
金
の
お
支
払

い
が
な
い
場
合
、
給
水
を

停
止
し
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
お
客
様
へ

の
再
三
に
わ
た
る
請
求
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
水
道
料
金
の

お
支
払
い
が
な
い
場
合
は
、

や
む
を
え
ず
、
水
道
法
第
15

条
第
３
項
及
び
志
布
志
市
水

道
給
水
条
例
第
38
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
給
水
停
止
を
行

い
ま
す
。

◆�

突
然
、
給
水
停
止
を
行
う

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

給
水
停
止
を
行
う
根
拠

は
、
法
令
な
ど
に
厳
格
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
納
入
通
知

書
の
期
限
か
ら
給
水
停
止
ま

で
は
、
約
２
か
月
の
お
支
払

い
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

独
立
採
算
で
あ
る
本
市
の

水
道
事
業
は
、
水
道
料
金
の

収
入
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
部
の
お
客
様
の
水

道
料
金
未
納
に
よ
っ
て
、
適

正
な
収
入
が
確
保
で
き
な
く

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
徴

収
な
ど
に
か
か
る
経
費
が
発

生
す
る
な
ど
、
正
し
く
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様

す
べ
て
に
、
多
大
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆�
一
旦
、
給
水
停
止
に
な
る

と
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い

が
な
い
と
、
給
水
を
再
開
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　

給
水
の
再
開
の
取
り
扱
い

は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
で
、
夜
間

や
休
日
は
対
応
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
お
客
様
に
は
、
水
道

料
金
を
必
ず
、
納
入
期
限
内

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

水
道
課�

業
務
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
２
６
４
）

納
入
通
知
書

督

　促

　状

停
水
予
告
書

給

　水

　停

　止

納

　入

　期

　限

約２か月

権限移譲により平成 25 年４月から窓口が県から市へ移りました

移譲された事務 これまでの窓口 ４月以降の市の窓口

養育医療 志布志保健所 福祉課（松山支所は市民課）

自立支援医療（育成医療） 志布志保健所 福祉課（松山支所は市民課）

主たる事務所が市内にある社会福祉法

人の定款の認可、指導監査等
大隅地域振興局 福祉課又は保健課

平成 25 年４月から難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となりました

　平成 25 年４月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わりました。

　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障害福祉サービス等（※）の受給が可

能となります。

　※障害児・者については、障害福祉サービス、相談支援、補装具及び地域生活支援事業。

　　障害児については、障害児通所支援及び障害児入所支援。

【対象者】　パーキソン病関連疾患、潰瘍性大腸炎等 130 の対象疾患（詳しくはお問合せください）による障害がある方。

【手続き】　�対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断書又は特定疾患医療受給者等）を持参の上、市役所福祉課（松

山支所は市民課）へ申請してください（詳しい手続き方法などについてはお気軽にお問合せください）。　その後、

障害程度区分の認定や支給認定等の手続きを経て、必要と認められたサービスを利用できることになります。
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広
告

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
講
座

　

受
講
者
募
集

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・

資
格
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

講
座
が
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り

ま
す
。通
信
講
座
で
新
し
い
趣
味
・

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
ず
は
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

◆�

受
講
期
間
：
３
か
月
～
１
年（
講

座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◆�

申
込
方
法
：
ご
請
求
に
よ
り
案

内
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
ハ
ガ

キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。
無
料
の
案
内
書
を

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
間
：
通
年

■
問
い
合
わ
せ
先
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

広
報
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　

Fax
：
０
４
２
‐
５
７
４
‐
１
０
０
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

http://w
w
w
.n-gaku.jp

県
民
大
学
陶
芸
講
座
の
募
集

　

志
布
志
高
等
学
校
で
は
陶
芸
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
５
月
７
日

必
着
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆�

講
座
開
催
日
：
５
月
15
日
・
23

日
・
29
日
・
６
月
５
日
・
12
日
・

19
日
の
６
回
で
す
。

◆�

時
間
：
18
時
～
21
時
（
時
間
は

初
回
に
話
し
合
い
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆�

作
品
：
湯
飲
み
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
・
中
皿
・
中
鉢
・
抹
茶
碗
・

花
瓶
・
急
須

◆
材
料
代
・
焼
成
代
等
：

　

全
合
計
５
千
円
（
簡
単
な
道
具

　

を
手
作
り
し
ま
す
）

募
集
人
員
：
15
名
（
多
い
時
は
抽

選
し
ま
す
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

〒
８
９
９
‐
７
１
０
４　

　

志
布
志
町
安
楽
１
７
８　
　
　

　

志
布
志
高
等
学
校　

県
民
大
学

　

陶
芸
教
室
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
２
０
０

「
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
」

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
な
ど
を
基
本
操
作
か
ら
職

場
で
活
用
で
き
る
実
践
的
な
ス
キ

ル
ま
で
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
、
財

務
、
販
売
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

も
学
習
し
、
幅
広
い
職
種
で
の
再

就
職
に
必
要
な
能
力
を
習
得
で
き

ま
す
。

◆�

訓
練
期
間
：

　

平
成
25
年
６
月
20
日
（
木
）
～

　

平
成
25
年
９
月
19
日
（
木
）

◆�

場
所
：
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム

ワ
ー
ク
ス

　

志
布
志
町
志
布
志
３
丁
目
16
番
８
号

　

℡
：
４
７
２
‐
５
０
２
０

募　

集

◆�

対
象
者
：
再
就
職
を
目
指
す
人

◆
募
集
定
員
：
26
名

◆
募
集
期
間
：

　

平
成
25
年
５
月
1
日
（
水
）
～

　

5
月
30
日
（
木
）

◆�

受
講
料
等
：
受
講
料
無
料
。
た

だ
し
、
教
材
費
1
万
３
０
０
０

円
程
度
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め

の
夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集
！

　

財
団
法
人�

国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆�

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
ど

◆�

派
遣
先
：
米
国
、
英
国
、
豪
州
、

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

◆
日
程
：
7
月
25
日
（
木
）
～

　

8
月
13
日
（
火
）
の
８
日
間
～

　

18
日
間　

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る
。

◆
対
象
：
小
３
～
高
３
ま
で

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る
。

◆�

説
明
会
：
全
国
14
都
市
、
５
月

下
旬
に
開
催
予
定

　

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

◆�

参
加
費
：
22
・
８
万
円
～
57
・

８
万
円
の
予
定　

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る
。

◆��

締
切
：
6
月
3
日
（
月
）
お
よ

び
10
日
（
月
）

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
：
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

　

E-m
ail

：info@
kskk.or.jp

　

URL

：http://w
w
w
.kskk.or.jp

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ベ
ワ
リ
を
確
認

し
ま
し
た

　　

ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ベ
ワ
リ
は
宮
崎
県

で
発
見
さ
れ
、
平
成
11
年
に
新
種

登
録
さ
れ
た
貴
重
な
植
物
で
す
。

　

昨
年
４
月
、
志
布
志
町
内
之
倉

の
林
内
で
開
花
期
の
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ

ベ
ワ
リ
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、
大

隅
半
島
で
も
分
布
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
立
博
物

館
を
中
心
に
県
内
の
分
布
に
つ
い

て
調
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
見
つ
け
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
日
付
、
場
所
、

株
数
な
ど
（
可
能
な
ら
写
真
撮
影

も
）
に
つ
い
て
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◆�

高
さ
が
50
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
葉

の
裏
側
に
写
真
①
の
よ
う
な
花

弁
の
裏
が
濃
い
紫
色
の
花
が
付

き
ま
す
。
葉
は
写
真
②
の
よ
う

な
形
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
：

　

文
化
財
保
護
指
導
員��

林�

悦
子

　

℡
：
４
７
２
‐
２
９
７
５

曽
於
南
部
厚
生
事
務
組
合

技
能
労
務
職
員
（
清
掃
セ
ン

タ
ー
勤
務
）
採
用
試
験
案
内

◆�

採
用
予
定
人
員
：
１
名

◆�

試
験
予
定
日
：
５
月
19
日
（
日
）

◆�

受
験
資
格
：

①�

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

②�

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

者
③�

採
用
後
は
、
志
布
志
市
又
は
大

崎
町
に
居
住
で
き
る
者

④�

大
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
ほ

か
、
車
両
系
建
設
機
械
等
の
運

転
技
能
講
習
修
了
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
者

◆�

受
験
申
込
書
の
請
求
：
曽
於
南

部
厚
生
事
務
組
合　

事
務
局

◆
受
付
期
間
：
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第
30
回
お
釈
迦
ま
つ
り

献
血
の
お
知
ら
せ

　

今
回
で
30
回
目

を
迎
え
ま
す
「
お

釈
迦
ま
つ
り
献
血
」

は
、
こ
れ
ま
で
に
約

６
５
０
０
名
の
方
の

御
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

献
血
は
、
満
16
歳
以
上
69
歳
以
下
（
但
し
、

65
歳
以
上
で
の
献
血
は
、
60
～
64
歳
ま
で

の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る
方
）
ま
で
の

健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

今
回
の
お
釈
迦
ま
つ
り
献
血
に
お
き
ま

し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
夜
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
目

に
し
、
５
時
間
以
上
睡
眠
を
取
り
、
当
日

は
朝
食
を
し
っ
か

り
摂
っ
て
体
調
に

留
意
し
て
会
場
に

お
越
し
下
さ
い
。

◆ 

期
日
：
平
成
25
年
４
月
29
日
（
月
）

◆�

時
間
：
９
時
30
分  

～  

15
時
30
分
ま
で

◆�

場
所
：
志
布
志
町
志
布
志 

上
通
り
金
剛

寺
前
駐
車
場
（
今
年
度
か
ら
献
血
会
場

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

保
健
対
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
１
）

写真①写真②

お
知
ら
せ



Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

広
告

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●西之原団地 603 号　　　 ３DK　公営住宅
　　世帯向け１戸建　家賃 16,400 円〜（所得制限あり）
●尾野見団地 513 号　　　 ３DK　公営住宅
　　世帯向け３階建　家賃 14,300 円〜（所得制限あり）
■問い合わせ・申し込み先　

●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）
●松山支所産業建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）
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編
集
後
記

　

あ
っ
と
い
う
間
に
桜
も
散
り
、
４
月
も
半
ば
と
な

り
ま
し
た
。
▼
春
の
甲
子
園
で
は
尚
志
館
高
校
が
初

戦
を
突
破
し
、
大
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
▼

さ
て
、
４
月
と
い
え
ば
出
会
い
の
季
節
。
初
々
し
い

新
人
が
市
役
所
に
も
仲
間
入
り
し
た
よ
う
で
す
。
表

情
硬
く
挨
拶
す
る
若
者
を
見
て
い
る
と
、
当
時
の
自

分
を
思
い
出
し
ま
す
。
▼
ち
ょ
う
ど
10
年
前
、
平
成

15
年
４
月
に
入
庁
し
た
私
は
、
そ
の
初
日
、
風
邪
で

熱
が
あ
り
ま
し
た
。
緊
張
と
熱
で
ボ
ー
っ
と
し
た
ま

ま
挨
拶
し
て
回
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、
新

人
に
対
し
て
先
輩
方
が
優
し
く
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
す
い
ま
せ
ん
、
忘
れ
ま

し
た
。
▼
10
年
も
経
て
ば
初
々
し
さ
の
欠
片
も
無
く

な
り
、
過
去
の
大
部
分
は
忘
却
の
彼
方
で
す
が
「
初

心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
は
、
と
り
あ
え

ず
忘
れ
な
い
で
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
國
重
）

■松山地区　
４月 加世田建設 　 ℡ 487-2057
５月、５月４日 佐藤建設 　 ℡ 487-2049
５月３日 イケダ 　 ℡ 487-8771
５月５日 加世田建設 　 ℡ 487-2057
■志布志地区
４月９日〜４月15 日 志布志水道 ℡ 472-3540
４月 16 日〜４月 22 日、５月３日 山本組 ℡ 472-1101
４月23 日〜４月29 日、５月５日 宮崎水道 ℡ 472-1081
４月30 日〜５月２日、５月４日 高吉組 ℡ 472-0721
５月７日〜５月13 日 高吉組 ℡ 472-0721
５月６日、５月14 日〜５月20 日 崎田建設 ℡ 473-0050
■有明地区
４月７日〜４月 13 日 池崎建設 ℡ 475-2068
４月 14 日〜４月20 日 郡山工業 ℡ 475-0008
４月 21 日〜４月 27 日 西江建設 ℡ 474-2113
４月 28 日〜５月３日 山中水道 ℡ 474-1440
５月４日  有徳設備 ℡ 475-1596
５月５日  池崎建設 ℡ 475-2068
５月６日〜５月 11 日 有徳設備 ℡ 475-1596
５月 12 日〜５月 18 日 池崎建設 ℡ 475-2068
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店✚４月・５月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡医師会夜
間急病センター（曽於郡医師会立病院内 )」までお問い
合わせください。（℡ 482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療
機関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

５月

４月

４ 月 ・ ５ 月 の 行 事 予 定

 ● げんき市（昭和通付近）
　　 毎週金・土曜日（９時〜 15 時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　　 ４月 14 日、４月 26 日、５月８日

 ● ぽっぽ市（JR 志布志駅前）
　　 毎月第１日曜日（９時〜 13 時）

 ● そば処ちんたら庵（国道２６９号線沿）
　　 火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

広
告

　
�

４
月
18
日
（
木
）
～
５
月
８
日

（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
曽
於
南
部
厚

生
事
務
組
合　

事
務
局

　

℡
：
４
７
３
‐
１
３
８
８

「
青
少
年
育
成
の
日
」
の
推
進
を

　　

毎
月
第
３
土
曜
は
、「
青
少
年

育
成
の
日
」
で
す
。
こ
れ
は
、
心

豊
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
、

青
少
年
が
主
体
的
に
活
動
す
る
た

め
の
場
や
機
会
を
確
保
し
、
地
域

ぐ
る
み
の
青
少
年
育
成
を
推
進
し

よ
う
と
、
昭
和
57
年
に
県
が
制
定

し
た
も
の
で
す
。

　

各
地
区
（
校
区
）
に
お
き
ま
し

て
は
、

①�

地
域
で
あ
い
さ
つ
運
動
や
声
掛

け
運
動
の
推
進
を
。

②�

青
少
年
育
成
の
日
を
中
心
と
し

て
、
地
域
人
材
を
活
用
し
た
特

色
あ
る
事
業
の
推
進
を
。

③�

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
、

推
進
体
制
の
充
実
や
地
域
活
動

へ
の
青
少
年
団
体
の
参
加
、
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
。

④�

少
年
団
活
動
、
部
活
動
な
ど
は

活
動
を
自
粛
し
、
青
少
年
を
地

域
活
動
へ
。

　

な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
３
７
）

４
月
か
ら
６
月
は
農
作
業
事

故
ゼ
ロ
運
動
月
間
で
す
！

　

鹿
児
島
県
内
の
農
作
業
死
亡
事

故
は
、昨
年
15
件
発
生
し
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

●
す
べ
て
農
業
機
械
で
の
事
故

● 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
道
路
で
の
転

落
・
転
倒
が
最
も
多
い
5
件

●
70
歳
以
上
が
全
体
の
67
％

　

４
月
か
ら
６
月
は
、
田
植
え
や

さ
つ
ま
い
も
の
定
植
な
ど
で
忙
し

い
時
期
な
の
で
、
特
に
農
作
業
中

に
お
け
る
事
故
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
農
作
業
事
故
の
未

然
防
止
と
安
全
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆�

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際

は
、
必
ず
安
全
キ
ャ
ブ
や
安
全

フ
レ
ー
ム
を
装
着
し
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
紐
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

ほ
場
へ
の
進
入
路
や
段
差
、
路

肩
で
は
、
機
械
の
転
落
・
転
倒

に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆�

道
路
で
は
、
低
速
走
行
や
一
時

停
止
等
を
励
行
し
て
他
の
車
両

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

ほ
場
作
業
以
外
で
は
、
必
ず
左

右
の
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結

し
ま
し
ょ
う
。

◆�

農
作
業
中
の
災
害
に
備
え
、
労

災
保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」、「
い
つ
も
と
同
じ
作
業
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
、
無
理
の
な
い
農

作
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
様
へ

　

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月
10
日

（
水
）ま
で
は
、労
働
保
険
料
の「
年

度
更
新
」
申
告
・
納
付
期
間
で
す
。

　

６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
る
労

働
保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ

り
期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
労
働

局�

労
働
保
険
徴
収
室�

適
用
係
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14 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

はまさき耳鼻科咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

21 日 えびはら皮膚科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

28 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

29 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

３日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

４日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

５日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001
藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

６日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

12 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400
びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

19 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107
井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

広
告
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５月号は５月 12 日に発行予定です。４月　志布志市くらしのカレンダー　
12 金 　２歳６ケ月児歯科検診  （13：00〜13：30受付  健康ふれあいプラザ）
13 土
14 日
15 月

16 火 　心配ごと相談（10：00〜15：00 老人福祉センター松山）
　法律相談（13：00〜15：00 志布志支所５F 会議室）※１

17 水

　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
　女性支援相談室（13：00〜17：00 有明改善センター）

１歳６ケ月児健康診査/麻しん風しん混合１期予防接種（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30〜16：30 本庁保健課窓口）

18 木

　つどいの広場（10：00〜12：00 伊﨑田公民館）
　行政相談（13：00〜16：00 志布志支所５F 会議室）

１歳児歯科相談（9：30〜10：00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30〜12：00 やっちくふれあいセンター)  

19 金 ２歳６ヶ月児歯科検診（13：00〜13：30受付 有明改善センター）
20 土
21 日

22 月
　心配ごと相談（10：00〜15：00 市民センター有明）

日本脳炎１期予防接種（13：30〜14：00受付 健康ふれあいプラザ）

23 火
５歳児歯科検診（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎１期予防接種（13：00〜13：30受付 やっちくふれあいセンター）

24 水

　子育て講座（10：00〜12：00 子育て支援センター）
　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（９：30〜12：00 松山支所市民課窓口）
１歳児歯科相談（9：30〜10：00受付 宇都鼻研修センター）／育児相談（10：30〜12：00） 宇都鼻研修センター）

25 木
　年金移動相談所（10：00〜15：00本庁別館Ｂ会議室）※２

日本脳炎１期予防接種（13：30〜13：50受付 有明改善センター）
26 金 ３歳児健康診査（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）
27 土
28 日
29 月 　昭和の日　志布志お釈迦まつり
30 火 日本脳炎１期予防接種（13：30〜14：00受付 健康ふれあいプラザ）

1 水

　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
　女性支援相談室（13：00〜17：00 志布志支所）

日本脳炎１期予防接種（13：00〜13：30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13：30〜16：30本庁保健課窓口）／両親学級（9：20〜9：30 健康ふれあいプラザ）

2 木 乳児健康診査（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）
3 金 　憲法記念日
4 土 　みどりの日
5 日 　こどもの日
6 月 　振替休日

7 火 　心配ごと相談（10：00〜15：00 老人福祉センター松山）（10：00〜15：00 市民センター有明）
　法律相談（13：00〜15：00 本庁３F 会議室）※３

8 水
　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）

特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9：30〜12：00 松山支所市民課窓口）　         

9 木
特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎１期予防接種（13：30〜13：50受付 有明改善センター）

10 金
特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎１期予防接種（13：00〜13：30受付 やっちくふれあいセンター）

11 土 特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
12 日 特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
13 月 特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）

14 火
特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 健康ふれあいプラザ）
育児学級・育児相談(学級9：30〜10：00受付・相談10：30〜12：00 やっちくふれあいセンター）

15 水
　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）

特定健診・がん検診（7：30〜9：00受付 有明改善センター）

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所 地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２ 年金移動相談は事前予約制になります。本庁 市民環境課　℡ 474-1111（内線 116）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁 総務課 　℡ 474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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